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エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
の

タ

ウ

ラ

ー
、

「

ド
イ
ツ

語
説
教
八
六
」

に

お

け
る

「

マ

リ

ア
」

像

ゾ
イ
ゼ

に

2、
つ

く
ド
イ

ツ

神
秘
思
想
の

基

底
に

あ
る

も
の

の

解
明
に

向
け
て
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〈
論
文
要

旨
〉
　
本
稿
は
、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

の

「

ド

イ
ツ

語
説
教
八

六
」

（

以

下
勺

ゴ

c。

e

に

お

け
る

「

マ

リ
ア
」

像
を
考
察
し

、

そ
れ

と
と

も
に、

エ

　
ッ

ク
ハ

ル

ト
、

タ

ウ
ラ

ー
、

ゾ

イ
ゼ

に

通
底
す
る

宗
教

的
牛

の

理
解
の

解
明
を
目

指
す
も
の

で

あ
る

。

伝
統
的
に
、

マ

リ
ア

は

「

観
想
的
生
」 、

マ

ル

　
タ

は

「

活
動
的
生
」

の

象
徴
と

し
て

解

釈
さ
れ

て

き
た

。

そ
の

中
で

も、

勺

け

Q 。

 

は
、

「

マ

ル

タ
」

に
完
全

性
を

見
る

独
創

的
解
釈
を

提
示
す
る

説
教

　
と

し
て

注
目
さ
れ
る

。

そ
の

た
め
、

こ

れ

ま
で

の

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

研
究
に

お

い

て

は
、

「

マ

ル

タ
」

に

示
さ
れ

る

宗
教
的
生
の

完
全
性
に

つ

い

て

論
じ

　
ら

れ
て

き
た

。

だ

が
、

「

マ

リ

ア
」

に

つ

い

て

は

十
分
に
取

り
上

げ
ら
れ

て

こ

な
か
っ

た
。

本
稿
は
、

ま
ず

、

（

一
）

中。
o。
 

で

語
ら
れ
る

「

マ

ル

タ

　
と
マ

リ

ア
」

を
、

そ
の

解
釈
の

基

本
線
で

あ
る

「

生
」

含
Φ

σ
 

昌）

の

観
点
か

ら

確
認
し

、

そ

の

上

で、

（

二
）

「

マ

リ
ア
」

に

固

有
の

宗
教

的
生
の

完

　
全
性
が・
工

題

化
さ
れ
る

解
釈
伝
統
を

説
教
内
部
に

明
ら

か
に

す
る

。

そ

し
て、

（
三
）

そ
こ

に

示
さ
れ
る

「

マ

リ
ア
」

像
と
ド

ミ

ニ

コ

会
修
道
霊

性
と

　
の

思

想
連
関
を

考
察
し、

こ

れ

を

踏
ま

え
て、

（

四）

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

か

ら
、

タ

ウ

ラ

ー
、

ゾ

イ
ゼ

に

通

底
す
る

宗
教
的
生
の

理
解
を

明
ら

か
に

す
る

　
こ

と

を

試
み

る
。

〈
キ
ー

ワ

ー

ド

〉
　
エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
、

ド
イ
ツ

神
秘
思

想
、

活
動
的
生
と

観
想
的
生

、

マ

ル

タ

と

マ

リ

ァ

は

じ

め

に

　
「

ド
イ
ツ

語

説
教
八

六
」

（

以

下、

霊
。。

 
）

は
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

の

ド
イ

ツ

語

説
教
の

中
で

も
「

最
も

特
色
の

あ
る

説
教
の
一

つ
」

で

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
（
↓

あ
り

、

「

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
の

思
想
の

全
連

関
の

理

解
に

と
っ

て

重
要
な

説
教
の
一

つ
」

と

さ
れ
る

。

こ

の

説
教
の

福
音

書
註
解
箇
所
は

、

イ
エ

ス

の

た

め

に

立
ち

働
く
マ

ル

タ

と
、

イ
エ

ス

の

足
元

で

言
葉
に

耳
を

傾
け
る

マ

リ
ア

の

姉

妹
が

登
場
す
る

場
面
で

あ
る
（
ル

カ
一
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○
・

三

八

−
四

二
）

。

聖

書
解
釈
の

伝

統
で

は
、

マ

リ

ア

は

「

観
想

的
生
（

＜

塁
8
再
Φ

9
巨

巴
く

巴
」

、

マ

ル

タ

は

「

活

動
的
生
（
＜

冨
露
∩

二
く

巴
」

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
（
2）

を

象
徴
し

、

「

観
想

的
生
」

の

優
位
、

完
全

性
を

示
す
箇

所
と

し
て

解

釈
さ

れ

て

き
た

。

こ

れ

に

対
し
て

、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

は
、

勺
け

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
〔
3）

Q。

 

に

お
い

て
、

「

マ

ル

タ
」

に

完
全

性
を

見
る

独
創
的
な

逆
転
解
釈
を

提
示
し

て

い

る
。

そ

の

た
め

、

こ

れ

ま
で

、

勺
50

。

 

は
、

「

マ

ル

タ

と
マ

リ

ア
」

、

「

活
動
的
生

と

観
想
的
生
」

と

い

う
枠

組
み

の

も
と

に
、

「

マ

ル

タ
」

に

示
さ
れ
る

宗
教
的
生
の

完
全

性
の

観
点
か

　

　

　

　
　

　

（
4）

ら

論
じ

ら

れ

て

き
た

。

　

し
か

し
、

「

マ

リ

ア
」

は
、

「

マ

ル

タ
」

の

完
全
性
の

手

前
に

あ
る

も
の

と

評

価
さ

れ
、

「

マ

ル

タ
」

と
の

比

較
対
照
に

お
い

て．一一、
口

及

さ
れ

る

に

せ

よ
、

そ
れ

自
体
と
し

て
、

こ

れ

ま
で

十

分
に

取

り
上

げ
ら

れ
る
こ

と

は

な

か
っ

た
。

℃

け

○。

Φ

全
体

を
見
る

な
ら

ば
、

「

マ

リ

ア
」

に

は
、

「

マ

ル

タ

と
マ

リ

ア
」

1
「

活
動

的
生

と

観
想
的
生
」

と
い

う
解
釈
枠
に

収
め

る

こ

と
の

で

き

な
い

「

マ

リ

ア
」

に

固

有
の

完
全

性
が

言
及

さ

れ
て

お
り
、

「

マ

リ

ア
」

に

焦
点
を

あ
て

た

研
究
が
、

今
後
の

課
題
と
し

て

の

こ

さ
れ

て

い

る
。

勺
づ

○。

O

は
、

こ

れ
ま
で

多
く
の

研
究

者
の

関
心
を

集
め

て

き
た

重
要
説
教
の
一

つ

で

あ
る
が
、

様
々

な
問
題
が

重
層
的
に

展
開
さ
れ

る

重

厚
な

論
述

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
5）

か

ら
成
る

長
大
な

説
教
で

あ

り、

そ

の

思

想
全

容
の

解
明
に

は
、

さ
ら
な
る

研

究
の

蓄
積
が
必

要
と

さ
れ

る
。

本
研
究
は

、

以
上
の

問

題
理

解
に

立

脚
し
つ

つ
、

勺

50
。

 

に

お

け
る

「

マ

リ

ア
」

像
の

解

明
を

通
じ

て
、

同
説

教
の

ひ

と

つ

の

理

解
可

能
性
を

提
示

す
る

こ

と

を
試
み

る

も
の

で

あ

り
、

ま
た

、

そ
の

「

マ

リ

ア
」

像
の

考
察
を

手
が

か

り
に

、

ド

イ
ツ

神
秘
思
想
の

基

底
に

あ．
る

も
の

、

す
な
わ

ち
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
、

タ

ウ

ラ

i
、

ゾ

イ

ゼ

に

通

底
す
る

宗
教
的
生
の

理

解
を

解
明
す
る

た

め

の
一

つ

の

観
点
を
提
示
す
る

こ

と
を

試

　

　

　

　
　

（
6）

み

る

も
の

で

あ
る

。
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エ ッ ク ハ ル トの 「ドイ ツ 語説教 86」に お け る 「マ リ ア 」像

℃
『°

Q 。

O

の

聖

書
解
釈
の

基

本
線

「

生
（

一

 

げ
o
冨）
」

か

ら

見
た

「

マ

ル

タ

と
マ

リ

ア
」

　

本
研
究

が
主

眼
と

す
る

「

マ

リ

ア
」

像
の

解
明
に

向
け
て
、

ま
ず

、

そ

の

前

提
と

な
る

写゚
°。

 

の

聖

書
解

釈
の

基

本
線
を

確
認
し

た
い

。

本

説
教
の

成
立

背
景
と

考
え

ら

れ

る

聖
書

解
釈
の

伝
統
で

は
、

「

マ

ル

タ

と
マ

リ
ア
」

を

通
じ
て

、

キ

リ

ス

ト

者
の

宗
教
的
生

の

か

た

ち
が

、

「

活
動
的
生
と

観
想

的
生
」

と

い

う
「

つ

の

様
式
、

形
態
の

あ
い

だ
で

論
じ
ら
れ

、

そ
こ

か

ら

様
々

な

神
学
的
な

修
行

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
な

ご

論、

修

道
論
が

生

み

出

さ

れ

て

き
た

。

そ

の

中

で
、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

の

独

特
の

視
点
は

、

「

観

想
」

と

「

活
動
」

と

い

う
二

つ

の

区

分
・

規
定
に

よ
っ

て

宗
教

的
生
が

差
異
化

、

差

別
化
さ

れ
た

と

こ

ろ

か

ら

で

は

な
く

、

双
方
に

通
底

す
る

「

生
」

そ
の

も
の

に
L

− ．

ち
返

り
、

「

生
」

を

解
釈
の

基
本
線
と

し

て
、

そ
こ

か
ら

根
本
的
な

問
題
究

明
を

行

う
と

こ

ろ

に

あ

り、

そ

れ
が
、

彼

独
自
の

思

想
展

開
ー

聖
書

解
釈
の

根
拠
と

な
っ

て

い

る
。

　

こ

の

よ

う
な

解
釈
の

基

本
線
は
、

「

マ

ル

タ
」

に

見
出

さ
れ

る

宗
教

的
生
の

完
全

性
が

、

根

本
的
な

「

生
」

の

洞

察
か

ら

照

ら

し

出

さ

れ
て

い

る

と

こ

ろ

で

確
認
す
る
こ

と

が

出
来
る
．．

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
は

、

キ

リ
ス

ト

の

た

め

に

は

た

ら

く
マ

ル

タ

の

宗
教

的
生

の

あ
り

方
に
つ

い

て
、

「

時
間
的
な
は

た

ら

き
に

お

け
る
宀

元

全

性
」

（
命
色

に

達
し
て
い

る

だ

け
で

な
く

、

「

永
遠
の

至

福
に

関

す
る

い

か

な
る

も
の

も

彼
女
に

欠
け

て

い

な
い
」

（
心
。。

9

と

し
、

活

動
的
生
を
突

き
抜
け
、

一

つ

の

完
成
に

到
達
し

た

す
が

た

を

彼
女
の

う
ち
に

見
出

し
て

い

る
。

こ

れ

に

対

し

て
、

キ

リ
ス

ト
の

足
元
に

座
っ

て
、

そ

の

話

に

耳
を

傾

け
て
い

る

マ

リ

ア

の

宗

教
的
生
の

あ
り
か

た
は

、

「

喜
び

や
、

甘
美
さ
の

う
ち

に

と

ど

ま
っ

て

お

り
」

（
仁
゜。

Φ
）

、

マ

ル

タ

に

お
い

て

見
い

だ

さ
れ
る

完

成
の

手
前
に

あ
る

と

さ

れ

る
。

さ

ら

に
、

マ

ル

タ

は
マ

リ
ア

が

彼
女
の

手
伝
い

を
す
る

よ

う
に

キ

リ

ス

ト
に

う
っ

た

え
て
い

る

が
、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

は
、

そ
こ

に
、

年
若
い

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
邑

マ

リ

ア

を

案
じ
、

彼
女
が

完
全

性
に

向
け
て

歩
み

を
進
め

る
こ

と

を
願
う

年
長
者
マ

ル

タ

の

す
が

た

を

見
出
し

て

い

る
。
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こ

の

よ

う
な
マ

ル

タ

の

完
全
性
は

、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

の

「

マ

ル

タ

と
マ

リ

ア
」

の

解
釈
に

お

け
る

「

生
」

の

観
点
か

ら

照
ら

し
出
さ

れ
る

。

と

い

う
の

も
、

マ

リ

ア

に

長
じ

、

マ

リ

ア

を

案

ず
る

マ

ル

タ

の

す

ぐ
れ

た

あ

り

方
は

、

マ

ル

タ

の

「

認

識
（

σ
 

帋

言
Φ

巳
」

の

卓
越

性
に

山
来
す
る

か

ら
で

あ

り、

そ
れ

は
、

マ

ル

タ

が
マ

リ

ア

よ

り
も

永
く

、

十

分
に

生

き
た

「

生
（一
Φ

σ

8
二

　
　

同

時
に

生

命
、

人
生

、

生

涯
を

意
味
す
る

ー
か
ら

も
た

ら
さ

れ

る

「

認
識
」

な
の

で

あ
る
（
幽
。。
b。
）

。

　
　

マ

リ

ア

が
マ

ル

タ

を

知
る
よ

り
も

、

マ

ル

タ

は
マ

リ

ア

を

は

る

か
に

よ

く
知
っ

て
い

た
。

マ

ル

タ

は

す
で

に

永
く

、

し
か

も
、

生

　
　

き
る
べ

く
生

き
て

き
た

か
ら
で

あ
る

。

生

は

最
も
高

貴
な

認
識
を

与
え
る

の

で

あ
る

。

生

は
、

人
が
神
の

も
と
に

あ
る
こ

の

生

の

　
　

う
ち
に

お
い

て

受
け

取
る
一

切
の

も
の

を
、

喜
び

や

光
よ

り
も

、

よ

り
よ

く
認
識

す
る

の

で

あ
り

、

あ
る

仕
方
で

は
、

永
遠
の

光

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
9〕

　
　

が

与
え

う
る

以
上
に

、

よ

り
純

粋
に

生
は

認
識

す
る

の

で

あ
る

。

（
れ
。。

N

ム
。。

ω）

　
エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

は
、

マ

ル

タ

の

キ

リ
ス

ト

に

対

す
る

訴
え

　
　
「

彼
女
［

マ

リ

ア
］

が

立

ち
・

「

が

り
、

あ
な
た

か
ら

離
れ
て
い

く
よ

う
に

、

命
じ

て

く
だ

さ
い
」

（

心
。゚

ω）

　

　

を
、

マ

ル

タ

の

マ

リ
ア

に

対

す
る

「

愛
の

好
意
」

、

「

愛
の

叱
責
」

と

見
る

が
（

翕
N
）

、

こ

の

独
特
の

解
釈
は
、

マ

ル

タ

の

「

生
」

の

深
み

と

そ
こ

か

ら
も
た

ら

さ
れ
る

「

認
識
」

の

卓
越
性
の

洞
察
に

基
づ

い

て
い

る

の

で

あ
る

。

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
は
、

ま
た

、

マ

ル

タ

の

願
い

を

次
の

よ

う
に

解
読
し

て

い

る
。

「

主
よ

、

彼
女
［

マ

リ

ア
］

が
、

そ
こ

に

喜
び

の

た

め

に

座
っ

て

い

る
こ

と

な
く

、

彼
女
が

生
を

学
び

、

生
を

本
質
的
に

自
分
の

も
の

と

す
る
こ

と

を

望
み

ま

す
」

（
お
じ

。

　
マ

リ
ア

に

は

主

の

足
元

か

ら
「

立

ち
上
が

る

こ

と
」

が

必
要
と

さ

れ

る

（

お
じ

。

だ

が
、

そ
れ

は
、

マ

ル

タ

の

う
ち
に

見
出

さ
れ

る

「

生
」

の

深
み

に

基
づ

い

て

は

じ

め

て

見

分
け
ら
れ

る
。

そ

し

て
、

マ

リ

ア

の

途
上

的
な

あ
り

方
は

、

マ

ル

タ

の

円
熟
し

た

あ

り
方
か

ら

照
ら

し
出
さ

れ
、

同
じ

「

生
」

の

深
み

を

目
指

す
マ

リ
ア

の

「

生
」

が
そ
こ

か

ら

主
題

化
さ
れ

る
。

　
マ

リ

ア

の

途
上

的
な

あ
り

方
に

つ

い

て
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
は

次
の

よ

う
に

述
べ

て
い

る
。

マ

リ

ア

は
、

「

よ

う
や
く
は

じ
め

て
、

学
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〔
聖．

校
に

入
り

、

生
を

学
ん

で

い

た
」

（
心

箪
）

。

キ

リ
ス

ト

の

足
元

に

あ
る

マ

リ

ア
、

す
な
わ

ち
、

途
上
に

あ
る
マ

リ

ア

は
、

疏

ち

上
が
っ

て
、

も

て

な
し

の

た

め

に

立
ち
働
く

円
熟
し

た
マ

ル

タ

を
冂
［

指
さ
な
け
れ

ば

な

ら

な
い

。

し

か

し
、

マ

リ

ア

は
マ

ル

タ

と

な
る
こ

と

に

お
い

て

完
全
な
も
の

と

な
る

の

で
は

な

く
、

マ

リ

ア

は
、

「

マ

リ

ア

と

な
る
」

と

い

う
、

マ

リ

ア

自

身
の

完
全
性
を
目

指
す
の

で

あ
る

。

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
〔
11）

　
　

マ

リ

ア

は
、

マ

リ

ア

と

な
る

ま
え
に

、

マ

ル

タ

で

あ
っ

た
。

と
い

う
の

も
、

彼
女
が

わ
た
し

た

ち
の

主
の

足

元
に

座
っ

て

い

た

と

　
　

き
、

彼
女
は

マ

リ

ア

で

は

な
か
っ

た

か

ら

で

あ
る

。

（

6
ご

　
エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

は
、

マ

リ

ア

の

う
ち
に
、

た

だ

途
上
的

な
あ

り
方
を

見
る

だ
け

で

な

く、

「

マ

リ

ア

と

な
る
」

と
い

う
、

マ

リ

ア

に

固

有
な
「

生
」

の

深
み
と

そ

の

習
熟
の

道
行
き
を
語

ろ

う
と

し
て
い

る
。

し
か
し
、

そ

の

「

マ

リ
ア
」

と

は

ど

の

よ

う
な
も
の

で

あ
ろ

う
か

。

わ

れ

わ

れ

は
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

が
、

途
E
的

な
マ

リ
ア

に
、

す
な

わ

ち
、

主
の

足

冗
に

あ
る

マ

リ

ア

に

「

マ

リ

ア
」

で

あ
る

こ

と

否
定
し

て

い

る

こ

と

を
見

落
と
し

て

は

な
ら

な
い

。

先
の

引
用
箇
所
の

ほ

か

に

も
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
は

、

キ

リ

ス

ト

の

足
元

に

と
ど

ま
っ

て

い

る

マ

リ

ア

は
、

「

名
前
に

お
い

て

は

雷
ゴ

ユ
Φ

ヨ

邑
3
 
コ）
」

、

マ

リ

ア

で

あ
っ

て

も
、

「

存
在
に

お
い

て

は
（

聟
α
Φ

日

毛
Φ

ω

雪
 ）
」

、

マ

リ

ア

で

は

な
い

と

述
べ

、

ま
た

、

「

彼
女
が

キ

リ
ス

ト
の

足
元
に

座
っ

て

い

る

と

き
に

は
、

彼
女
は

マ

リ
ア

と

呼
ば
れ

な
い
」

と

述

べ

て

い

る
（

畠
ご

。

そ

し
て

、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
は
、

「

わ

た

し

は
、

修

練
に

よ
っ

て

十

分
に

鍛
え

ら
れ

た

身
体
を

、

智
恵
あ
る

魂
の

従

順
を
、

マ

リ

ア

と

呼
ぶ

の

で

あ
る
」

と

述
べ

る
。

こ

の

よ

う
に

説
教
の

言
葉
を

辿
っ

て

行

く
時

、

わ

れ
わ

れ
は

、

立

ち

働
く

「

マ

ル

タ
」

と
主
の

足
元
に

あ
る

「

マ

リ
ア
」

の

姉
妹
の

す
が

た

を

過
ぎ
越

し

て
、

そ
の

先
に

、

そ
の

二

人
の

女
性
の

い

ず
れ

と

も

見
る

こ

と

の

出
来
な
い

「

マ

リ

ア
」

、

聖
母
マ

リ

ア
の

前
に

導
か
れ

て

ゆ

く
こ

と

に

な
る

。
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二

　
「

マ

ル

タ

と
マ

リ

ア
」

か

ら
両

者
を

超
え
た

「

マ

リ
ア
」

へ

向
か

う

聖
書
解
釈
の

ま

な
ざ
し

の

運
動

　
「

マ

ル

タ

と

マ

リ

ア
」

の

姉

妹
を
通

じ

て
、

両

者
を

超
え
た

「

マ

リ

ア
」

、

聖

母
マ

リ

ア

へ

向
か

う
聖
書

解
釈
の

ま
な

ざ
し

の

運

動

は
、

す
で

に

ベ

ル

ナ
ル

ド
ゥ

ス

（

しd
Φ

彗
霞

含
ω

Ω
髯
器
く

巴
¢

易゚
。

」
08

亠

届
ω）

に

お
い

て

見
出

さ
れ

、

聖
書

解
釈
の

伝
統

、

修
道
院

神
学

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
へ
12）

の

伝
統
に

共

有
さ
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
と

言
う
こ

と
が

で

き
る

。

こ

の

点
に
つ

い

て

ま

ず
確
認
し

て

お

き
た
い

。

　
ベ

ル

ナ
ル

ド

ゥ

ス

は
、

勺
づ

Q 。

 

と

同
じ

聖

書
箇

所
で

あ
る
マ

ル

タ

と

マ

リ

ア

の

姉
妹
の

物
語

り
を

次
の

よ

う
に

解
釈
し
て

い

る
。

キ

リ
ス

ト

は
、

「

村
［

城
］

（

8
ω

叶

。

臣
日
）

」

に

入
り

、

「

女

浄
巨
冨）
」

に

よ
っ

て

「

家

δ
。

日
⊆
。。）
」

に

受
け
入
れ

ら
れ

た

の

で

あ
る

が
、

こ

の

キ
リ

ス

ト

の

入
場
は

、

聖
母
マ

リ

ア

の

処
女

懐
胎
に

重
ね

合
わ

さ
れ

、

キ

リ
ス

ト

が

入
っ

た

「

村
［

城
］

」

、

「

家
」

、

そ
し

て
、

キ

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
（
13）

リ
ス

ト

を

迎
え
入
れ

た

「

女
」

は
、

そ
の

胎
に

キ

リ
ス

ト

を

身
ご

も
っ

た

聖

母
マ

リ

ア

と

し

て

解
釈
さ

れ

る
。

そ

う
し

て
、

マ

ル

タ

と

マ

リ

ア
の

姉
妹
の

す
が

た

を

た

ず
ね
る

わ

れ
わ

れ

の

ま
な

ざ
し

は
、

彼
女
た

ち
の

住
ま

う
「

処
女
の

部
屋
」

に

導
か
れ

る
。

「

処
女
の

部
屋
」

と

は
、

そ

の

胎
に

キ
リ
ス

ト

を

宿
し

た

聖
母
マ

リ
ア

で

あ

り
、

そ
の

中
で

マ

ル

タ

と
マ

リ

ア

は

聖

母
マ

リ

ア

を

透
過
し
、

聖

母

マ

リ

ア

の

す
が

た
を

映
し
出
し
、

そ

の

聖

母
マ

リ

ア

の

霊
的
宀

元

全

性
に
よ
っ

て

姉
妹
の

す
が

た

が

ふ

た
た

び

照
ら

し

出
さ
れ
る

の

で

あ

る
。

　
　

処
女
の

部
屋
の

う
ち
に
は

、

た

だ
マ

ル

タ

と
マ

リ

ア

が

見
出
さ
れ

る
。

と

い

う
の

も
、

彼
女
［

聖

母
マ

リ
ア
］

は
、

身
重
で

年
老

　
　
い

た
エ

リ

ザ
ベ

ト

に
、

お

よ

そ

三

ヶ

月
の

あ
い

だ
、

へ

り
く
だ
っ

た

は

た

ら

き
に

よ
っ

て

什
え
た

か
ら

で

あ
り

、

子
［

キ

リ

ス

　
　

ト
］

に

よ

っ

て

［

に
つ

い

て
］

語
ら

れ
た

「

す
べ

て

の

言

葉
」

を
、

「

そ

の

心
の

中

に

集
め

て

ま
も
っ

た
」

か

ら
で

あ
る

。

［

ル

カ

　
　
ニ
・
一

七

−
一

九

参
照］

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（
ゆ

奠
コ

彎
α

信
ω、

ミ
』
恥

羮
ミ
》

勘
o

ミ゚
しり

奪
日
o

尸
コ゜
○。）
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キ

リ
ス

ト

を

も
て

な

す
た

め

に

立

ち
は

た

ら

く
マ

ル

タ

の

す
が

た

は
、

「

へ

り
く
だ
っ

た

は

た

ら

き
に

よ
っ

て

仕
え
た
」

聖

母
マ

リ

ア
の

す
が

た
を

映
し

出
し

、

キ

リ

ス

ト
の

足
元
に

座
っ

て

「

彼
の

言

葉
（

＜

奠
げ

⊆

∋

豈
昜
こ

に

耳
を
傾

け
て

い

た
マ

リ

ア

の

す
が

た

は
、

降
誕
の

場
而
で
、

「

子
に

つ

い

て
（

臼

薯
嘆
。）
」

（
ル

カ

ニ

ニ

七
）
、

天

使
が

羊
飼
い

に

語
っ

た

「

す
べ

て

の、
言

葉

δ

ヨ

三
p・

く

霞
σ
・゚）

」

に

思
い

を

巡
ら

す
聖
母
マ

リ
ア

（
ル

カ

ニ

ニ

九〕

を
映
し

出
す

。

そ

う
し
て

、

わ

れ

わ

れ

の

ま

な
ざ
し

は
、

マ

ル

タ

と

マ

リ

ア
の

姉
妹
と

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

〔
14〕

い

う
窓
を

通
っ

て
、

聖

母
マ

リ
ア

の

う
ち
に

成
就
し
て
い

た

霊

的
完
成
へ

と

辿
り
つ

く
の

で

あ
る

。

　
℃
「°
○。

 

に

お

い

て

も
、

マ

リ

ア

と
マ

ル

タ

は
、

聖

母
マ

リ

ア

に

通
じ

る

「

窓
」

と

し

て

の

意
味
を

失
っ

て

い

な
い

。

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

が
、

「

彼
女
が

キ

リ
ス

ト
の

足
元
に

座
っ

て
い

る

と

き
に
は
、

彼
女
は
マ

リ

ア

と

呼
ば

れ

な
い
」

と

述
べ

、

「

わ

た
し

は
、

修
練
に

よ

っ

て

十

分
に

鍛
え
ら

れ

た

身
体
を
、

智

恵
あ
る

魂
の

従
順
を
、

マ

リ

ア

と

呼
ぶ

の

で

あ
る
」

と

述
べ

る

と

き
、

そ
こ

に
は

、

も

う
一

人

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
15〕

の

「

マ

リ
ア
」

に

向
か

う
聖

書
解
釈
の

運

動
が

作
用
し
て

い

る
。

　

し

か

し
、

勺
ぴ

○。

 

に

は
、

こ

の

ほ

か
に

も

う
ひ

と
つ

の

観
点
が

作
用
し

て

い

る
。

ベ

ル

ナ

ル

ド
ゥ

ス

が
、

「

へ

り
く
だ
っ

た

は

た

ら

き
に

よ
っ

て

仕
え
る

こ

と
」

と
述
べ

て
い

た

よ

う
に

、

通
常

、

聖

母
マ

リ

ア

の

す
ぐ
れ

た

あ

り
方
は

、

聖

句
に

基
づ

い

て

（
ル

カ
一
・

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
16）

四

八

参
照）
、

「

は

し
た
め

（

穹

邑
巴
」

と

し

て

の

「

謙
遜
（

ゴ
巳
軒
鋤

巴
」

に

よ

っ

て

語
ら

れ

る
。

こ

れ

に

対
し

て
、

勺

け

○。

 

で

は
、

先

の

引
用
箇

所
に

あ
る

よ

う
に
、

マ

リ

ア
の

宗
教
的
生
の

す
ぐ
れ

た
あ

り
方
は
、

「

謙
遜
」

で

は

な

く
「

従
順
（

，q
。

7

曾
゜。

詈
ご

に

よ
っ

て

語
ら

れ
て

い

る
。

こ

の

こ

と

は
、

伝
統

的
な

「

マ

リ

ア
」

　
　
「

謙
遜
」

と
い

う

枠
組
み

か

ら

は

外
れ

る

が
、

「

従
順
」

が
マ

リ

ア

の

完

全

性
に

本
質
的
な
も
の

で

あ
る
こ

と

は
、

ド

ミ

ニ

コ

会
士
を

は

じ
め

、

修

道
生

活
を

生

き
る

も
の

に

と
っ

て

は

き
わ

め

て

重

要
な
意

味

を

持
っ

て

い

た
と

考
え
ら

れ
る

。

と
い

う
の

も
、

「

従

順

δ

9
¢

O
¢

呂
p
びq9

？
°。

°。

ヨ）
」

は
、

修
道

者
が

立

て

る

三
つ

の

誓

願
の

う
ち
の

一

つ

だ
か

ら

で

あ
る

。

修
道
生

活
に

入
る

者
は

、

「

従
順
」

の

ほ

か

に
、

「

清
貧

6
窪
需

蕾
の）
」

、

「

貞

潔
（

8
ω

蹄
舞

8
註
コ

窪
二
蝉

と

の

29 （651）
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〔
17）

三
つ

の

誓
願
を
立

て

る

が
、

「

従
順
」

は

そ
の

中
で

最

も
重

要
な

も
の

と

さ
れ

て

い

た
。

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
が

修
道
院
長
と

し
て

霊
的
生

活
に
つ

い

て

教
え
た

『

教
導
講
話
』

で

は
、

ま

ず
「

従
順
」

が
語

ら

れ
、

次
の

よ

う
に
は

じ
ま
っ

て

い

る
。

「

真
実
の

、

そ
し
て

完
全

な

従
順
は

、

あ
ら

ゆ

る

徳
の

中
の

徳
で

あ
る

。

そ

し
て

、

こ

の

従

順
の

徳
な
し

に

は
、

い

か

な
る

大
い

な

る

は

た

ら

き
も
生

じ

な
い

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（
18）

し
、

行
わ

れ

え
な
い

の

で

あ
る
」

。

　

写゚
°。

 

に

お
い

て

「

わ
た

し

は
、

修
練
に

よ
っ

て

十
分
に

鍛
え

ら

れ
た

身
体
を

、

智
恵
あ
る

魂
の

従
順
を

、

マ

リ

ア

と

呼
ぶ

の

で

あ
る
」

と
述
べ

ら
れ

る

「

マ

リ

ア
」

は
、

こ

の

よ

う
な
思
想

背
景
を
念

頭
に

お
く
な
ら
ば

、

ド
ミ
ニ

コ

会
修

道
霊

性
の

自
己
理
解
と
の

密
接
な

関

係
を

指
摘

す
る

こ

と

が

出
来
よ

う
。

ま
た

、

こ

の

こ

と

は
、

こ

れ

ま
で

十

分
に

取
り
上

げ
ら

れ

て

こ

な
か
っ

た
、

写゚
Gc
 

に

お

け
る

「

マ

リ

ア
」

の

意
義
を

考
え

る

上
で

も

重

要
な

意
味
を

持
つ

で

あ
ろ

う
。

勺
BQ

。

 

に

お

け
る

「

マ

リ

ア
」

と

ド
ミ

ニ

コ

会

修
道
霊

性
の

自
己
理

解
と

の

関
係
は

、

説

教
の

最
後
に

現
れ

る
、

も

う
ひ

と

り
の

マ

リ

ア
、

マ

グ

ダ

ラ
の

マ

リ

ア

の

う
ち
に
い

っ

そ

う

鮮
明
に

見
出

さ

れ

る

の

で

あ
り

、

こ

れ

に
つ

い

て

次
節
で

確
認
し
た

い
。

　

　
　

　
三

　
「

マ

リ
ア
」

　
　
マ

グ
ダ
ラ

の

マ

リ

ア

に

示
さ
れ

る

「

観
想

即
活
動
」

と

し

て

の

ド

ミ
一
一

コ

会

修
道

霊
性

　

先
に

見
た

よ

う
に

、

甲゚
○。

 

を

通
じ

て
、

わ

れ
わ

れ
の

ま

な
ざ

し
は
、

マ

ル

タ

と

マ

リ

ァ

の

姉

妹
の

物
語

り
に

お

け
る
マ

ル

タ

の

「

生
」

の

完
全

性
に

導
か

れ

る
。

そ

し
て

、

そ
こ

か

ら
マ

リ

ア

の

途
上

的
な

あ

り
方
が

照
ら

し

出

さ
れ
、

こ

の

二

人
の

女
性
の

す
が

た

の

彼
方
に

聖

母
マ

リ

ア

の

完
全

性
が

示
さ

れ
る

。

然
る

に
、

 
り

○。

O

の

最

後
で

、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

は
、

あ
ら

た

め
て

、

マ

リ

ア

の

途

上

的
な

あ
り

方
に

も
ど

り
、

そ
の

完
成
の

道
程
に
つ

い

て

語
っ

て

い

る
。

　

　
弟
子
た

ち
は

、

聖

霊
を

受
け

取
っ

て
、

は

じ

め

て
、

徳
を
は

た

ら

く
よ

う
に

な
っ

た
。

「

マ

リ

ア

は
わ

た

し
た

ち
の

主
の

足

元
に

（652） 30
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座
っ

て
、

そ

の

言

葉
を

聴
い

て

い

た

の

で

あ
り

」

、

そ

し

て
、

学
ん

で

い

た

の

で

あ
る

。

と
い

う
の

も
、

彼
女
は
、

何
よ

り
も
ま

　
　

ず
、

学
校
に

入
り

、

そ

し

て
、

生
き
る
こ

と
を

学
ん

で

い

た

か

ら

で

あ
る

。

し

か

し
、

彼
女
が

学
び

終
え
て
、

キ

リ
ス

ト

が
天
へ

　
　

と

上
っ

て

去
っ

て

ゆ

か

れ
て

、

彼
女
が

聖
霊

を
受

け
取
っ

て

か

ら
、

そ
こ

で

は

じ

め

て
、

［

福

音
宣

教
の

た
め

に
］

仕
え

る

よ

う

　
　

に

な

り、

海
を
越

え
て

い

っ

て

［

福

音
宣

教
に

出
か

け
て
凵

、

説

教
を

行
い
、

教
え
、

そ
し

て
、

弟
子
た

ち
の

仕
女

、

洗

濯
女
と

　
　

な
っ

た
の

で

あ
る

。

（

お
ト。）

　

先
に

見
た

よ

う
に

、

姉
マ

ル

タ

に

対
し

て

妹
マ

リ

ア

は
、

「

よ

う
や

く
は

じ

め

て
、

学
校
に

入
り

、

生

を

学
ん

で

い

た

の

で

あ
る
」

〔

お
一）

と

述
べ

ら
れ

て
い

た

が
、

こ

こ

で

ま
た

、

「

彼
女
は

、

何
よ

り

も
ま

ず
、

学

校
に

入

り
、

そ

し

て
、

生

き

る

こ

と

を

学
ん

で

い

た
」

（
お
ト。）

と

繰
り
返
さ
れ
る

。

だ
が

、

こ

こ

で

語

ら

れ

る
マ

リ

ア
の

す
が

た

は
、

直
接
に

聖

書
箇
所
か

ら

採
ら

れ

た

も
の

で

は

な
い

。

こ

の

妹
マ

リ
ア

は
、

聖

書
解
釈
的
伝
統
、

聖

人

伝
的

伝
承
に

基
づ

い

て
、

マ

グ

ダ

ラ

の

マ

リ

ア

と

同
一

視
さ

れ
、

弟
子
た

ち
と
と

も
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
19）

福
音
宣
教
の

時
代
を

生

き
た

彼
女
の

伝
承
に

大

き
く
依
拠
し

た
か

た

ち

で

ひ

と
つ

に

重
ね

合
わ

せ

ら

れ

て
、

描
き

出
さ
れ

る
。

当
時
広

く
浸
透
し

て

い

た

伝
承
に

よ

れ

ば
、

マ

グ

ダ

ラ

の

マ

リ
ア

は
、

福
音
宣
教
に

自
ら

の

生

を

奉
献
し
、

使
徒
た

ち
と
と

も
に

は

た
ら

き
、

「

海
を

越
え
て

い

っ

て

［

福
音
宣
教
に

出
か

け
て
］

、

説
教
を

行
い
、

教
え
」

、

ま

た
、

「

弟
子
た

ち
の

仕
女

、

洗
濯
女
と

な
っ

た
」

の

で

　
　

　【
20一

あ
る

（
お
トの）
Q

　
こ

こ

に
、

使
徒
た

ち

の

生

涯
の

う
ち
に

体
現
さ
れ

た

「

使
徒
的
生
（
＜

冨

巷
。
ω

8
膏
巴
」

を
理

想
と

し
た

説
教
者
兄

弟
会

、

ド

ミ

ニ

コ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〔
21）

会
の

修

道
理

念
が

、

こ

の

ひ

と

り
の

女
性
の

す
が

た

の

う
ち

に

身
を

も
っ

て

証
し
さ

れ

た

も
の

と

し
て

見
出
さ

れ

る

こ

と

に

な
る

。

「

海
を
越
え
て

い

っ

て

［

福
音
宣

教
に

出
か

け
て
］

、

説
教
を

行
い

、

教
え
」

る
こ

と

は
、

当
時
ま
さ

に

行
わ
れ

て

い

た

ド

ミ

ニ

コ

会
の

本

質
的
な
活
動
を
表
現

し

て

い

る
。

す
な
わ
ち

、

そ
れ

は
、

ド

ミ
ニ

ク

ス

の

異
端
カ

タ

リ

派
へ

の

宣

教
か

ら
始
ま
り

、

そ
の

後、

イ
ス

31 （653）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

ラ

ー

ム

圏
に

も
広
が
っ

た

ド

ミ

ニ

コ

会
士

ら
の

巡
歴

説
教
活

動
ー
．、

O
篩
 

9
＄
試

銑．

で

あ
り

、

そ

れ
は
、

キ

リ
ス

ト
の

福
音
を

「

言

葉

と

模
範
に

よ
っ

て

（
＜

霙
σ
。

9
 

莞
ヨ
o
δ）
」

、

身
を

も
っ

て

証
し

て

教
え
た

初
代

教
会
の

「

使
徒

的
生

活
」

に

同

帰
し
、

そ
れ
を

新
た

に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
〔
22）

体
現
す
る
こ

と

を

目

指
す
霊

的
刷
新
の

運
動
の

根
幹
を

成
す
も
の

で

あ
っ

た
。

ド

ミ
ニ

コ

会
は

こ

の
，、

O
蕁
 

岳

8
叶

δ、．

の

た

め

に

設
立

さ

れ
、

『

会
憲
』

を

は

じ

め

と

し

て
、

会
の

あ
ら

ゆ

る

規
則、

制
度

、

組
織

、

養
成

課
程

、

学
問
研

究
体
制

、

そ
し

て
、

修
道
生

活
の

全

体
は

、

「

使

徒
的
生

活
」

の

理

想
に

裏
付
け
ら

れ
た

説
教

活
動
を
可

能
と

す
る

修

道
霊
性
の

完
成
に

向
け

て

整
え
ら

れ

て
い

っ

た
。

そ

の

意
味
に

お
い

て
、

海
を
越
え

、

説
教
を

行
い

、

教
え
る

説
教
者
と

し

て

の

マ

グ

ダ

ラ
の

マ

リ

ア

の

生
涯
は

、

ド

ミ

ニ

コ

会
士
の

霊

的
修
錬
の

道
程
と

完

成
を

象
徴
的
に

示
し
て

い

る

と
二
口

え
る

。

　
主
の

足
元
に

座
っ

て

そ
の

言
葉
を

聴
い

て
い

た

「

マ

リ

ア
」

は
、

「

学
校
」

、

す
な

わ

ち
修

道
院
に

入
り
、

修
道
士

の

道
を

歩
み

始
め

た
も
の

の

す
が
た
に

重

ね
合
わ

せ

ら

れ

る
。

「

マ

リ

ア
」

は
、

成

熟
し

た

す
が

た

を

示
す
マ

ル

タ

に

な

ら
っ

て

「

生

9
σ

雪）
」

を

学
び

始
め

た
。

そ
し

て
、

学
び

終
え
て

、

「

マ

リ

ア
」

は

「

マ

リ

ア
」

と

な
る

。

す
な

わ

ち
、

海
を
越

え
、

説
教
を

行
い

、

教
え
る

説
教

者

と

な
る

。

ま
た

、

「

マ

リ

ア
」

は
、

「

弟
子
た

ち

の

仕
女

、

洗
濯
女
と

な
っ

た
」

、

彼
女
の

う
ち
に

は
、

同
時
に

、

他
者
に

ひ

ら

か
れ
た

臨

機
応

変
の

接
遇
が

見
出
さ

れ

る
。

ド

ミ

ニ

コ

会

修
道

霊

性
に

お

け
る

活

動
的
生

の

理

解
に

お
い

て

は
、

「

活
動
的
生

の

は

た

ら

き

（

。

建
の

く

量
¢

畧

牙
四

9
」

に

は
二

つ

の

仕
方
が

あ
る

と
さ

れ
、

「

説

教

6
蕁
Φ

α

冨
ま
二

、

「

学
問
教

授
（

α
。

2
。
円

ヨ
巴
」

の

よ

う
に

、

「

観
想

の

充
実

か

ら

も
た

ら

さ

れ

る
（
Φ

×

℃

δ

鼻
＆
5
Φ

8
三
Φ

日
o

巨

喜
ぢ

O

豊
く

巴
ご

は

た

ら

き
と

、

「

施
し

を

与
え

る

こ

と

包
。
¢

ヨ
8
旨
餝

α

母
¢
）

」

、

「

訪
問
者
の

接
遇

9
翕

冨
雰

話

9
興
 ）
」

な
ど

の
、

他
者
に

奉
仕
す
る

「

外
的

な

業
務

δ
8
ロ

冨
ぎ
Φ

簷

鼠
。
同
）

」

の

う
ち
に

成

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
23」

り
立
つ

は

た

ら

き
が
見
出
さ

れ
る

。

「

マ

リ

ア
」

は
、

こ

こ

で
、

活
動
的
生

の

は

た

ら
き
の

理

解
を
全

面
的
に

体
現
し

て
い

る
。

「

主
の

足
元
に

座
っ

て
、

そ
の一、
ゴ

ロ

葉
を
聴
い

て

い

た
」

マ

リ

ア
は

、

立

ち
上
が
っ

て
、

説
教
し

、

教
え
た

。

こ

こ

に

は
、

そ
の

は

た

ら

き
が

、
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真
理

で

あ
り
言
で

あ
る

キ

リ

ス

ト

の

も
と

に

あ
っ

た

コ

観

想
の

充
実
」

に

由
来
す
る

こ

と

が

象
徴
的
に

示
さ

れ

る
。

立
ち
ヒ

が
っ

た

マ

リ

ア

は
、

ま
た

、

「

弟
子
た

ち
の

仕
女
、

洗
濯
女
と

な
っ

た
」

。

こ

こ

に

は
、

「

マ

ル

タ
」

の

完
全

性
の

う
ち
に

も
見

通
さ

れ
て

い

た
、

他
者
に

奉
什
す
る

愛
の

は

た

ら

き
に

お
け
る

卓
越

性
が
同

時
に

象
徴

的
に

示
さ

れ

る
。

　

こ

の

よ

う
な
「

観
想

即
活
動
」

と

し

て

の

ド

ミ
ニ

コ

会
修
道
霊

性
の

完
全

性
の

理
解
は

、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

に

特
徴
的

な
も
の

で

あ

り
、

す
で

に
、

彼
の

初
期
ド

イ

ツ

語

著
作
「

教
導
講
話
』

第
卜
章
で

語
ら

れ

る

「

愛
の

は

た

ら

き
（

自
目
Φ

蕚
Φ

量
」

に

あ
ら

わ

れ
て

い

〔
24）る

。

そ
こ

で
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

は
、

「

ひ

と

さ

じ
の

ス

ー

プ
」

を

必
要
と

し

て

い

る

病

者
の

た

め

に

「

仕
え
る
」

、

「

愛
の

は

た

ら
き

」

に

つ

い

て

語
る

。

そ
こ

に

語
ら
れ

る

は

た

ら

き
は

、

「

ひ

と

さ

じ

の

ス

ー

プ
」

と

い

う
、

身
体
的
・

物
質
的

窮
乏
の

た

め

の

さ

さ
や

か

な
奉
仕
に

す
ぎ

な
い

。

し

か

し
、

そ

れ

を

必
要
と

す
る
一

人

の

病
者
が
訪
れ
た

な
ら

ば
、

そ
の

た

め

に
、

自
ら

が

没
入
し

て

い

た

大
い

な

る

観
想
の

喜
び
を

即
座
に

放
棄
し
て

立
ち

上

が

る
べ

き
こ

と

が
語
ら

れ
る
の

で

あ

り、

そ
れ
に

よ
っ

て
、

「

愛
の

は

た

ら

き
を
は

た

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
へ
25〕

ら

く
（

巳
目
¢

≦
¢

美
N
¢

乏

雪

ζ
弓
 

ご
、

臨

機
応
変
の

他
者
の

接
遇
に

即

応

す
る
一

、

観

想
即
活
動
」

の

理

想
が

照
ら

し

出
さ
れ

る
。

　

こ

の

よ

う
な

「

観

想
即

活
動
」

の

理
想
を

視

野
に

収
め

る

時
、

勺
「°
○。

 

の

「

マ

ル

タ
」

は
、

ド

ミ
ニ

コ

会
士
に

と
っ

て
、

そ
の

理

想
の

体
現
者
で

あ

り、

こ

の

先
達
で

あ
る

姉
を

通
じ

て
、

「

マ

リ
ア
」

が
「

マ

リ

ア
」

と

な
る

時
に

、

「

マ

リ
ア
」

も

ま
た

そ
れ

を

体
現

す
る

者
と

な
っ

た

と

見
る

こ

と

が
で

き
よ

う
。

ま
た

、

「

マ

リ
ア
」

と

と

も
に

、

そ
の

ほ

か

の

勺
『°
Q。

O

に

あ
ら

わ

れ

る

女

陛
表

象
も
ま

た
、

互
い

に

関
連
し

な
が
ら
、

聖

書
解
釈
的

、

修
道
院

神
学
的
霊

性
伝

統、

ま

た
、

聖
人

伝
的

伝
承
史
の

諸
連
関
を

通
じ

て

長
年
に

わ

た
っ

て

自
ら
の

う
ち

に

蓄
積
・

沈
殿
さ

せ

て

き
た

意

味
内

容
を

象
徴
次
元
に

媒
介
し
な
が

ら
、

説
教
を

聴
く
者
に

霊

的
生

活
を
活
か

す

息
吹
を

注

ぐ
も
の

と

な
っ

て
い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

そ
の

意
味
に

お
い

て
、

牢゚
°。

 

で

展

開
さ
れ

る

言

述
は
、

そ
れ

を

内
的
に

支
え

て

い

る

女
性
表
象
に

負

う
と

こ

ろ

が

大
き
い

と一．．
目

え
る

。

そ
の

中

で

も
、

℃
『°
○。

 

に

お

け
る

「

マ

リ

ア
」

の

重

要

性
は
、

説
教

内
部
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に

お
い

て

「

観
想
即
活
動
」

の

ド
ミ

ニ

コ

会
修
道
霊

性
の

理
想
の

自
己
理

解
に

受
肉
し

、

を

身
を

も
っ

て

明
ら
か
に

す
る

と

こ

ろ

に

あ
る

と

考
え
ら

れ

る
。

四

ド

ミ

ニ

コ

会
士

の

霊

的
修
錬
の

道
程
と

完
成

「

キ
リ

ス

ト

が

天
へ

と

上
っ

て

去
っ

て

ゆ

か

れ

て
、

彼
女
が

聖

霊
を
受
け

取
っ

て

か

ら

…
」

　
　

　

　

ド

イ

ツ

神
秘
思
想
の

基
底
に

あ
る

も
の

の

解
明
に

向
け

て

　

以
上
の

考
察
に

お
い

て
、

勹

戸

Q。

 

に

お
い

て
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

が
「

マ

リ

ア
」

と

呼
ば

れ

る

女
性
に

託
し

て
、

彼
女
の

う
ち
に

成

就
し

た

完
全
性

、

聖

性
を
通
じ
て

語
り
だ

す
宗
教
的
生
の

完
全

性
に
つ

い

て

見
て

き
た

。

そ
し

て
、

先
に

見
た

よ

う
に

、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
は

、

マ

リ

ア

に
、

た

だ

途
上

的
な

あ
り

方
だ

け
で

な
く

、

「

マ

リ
ア

と

な
る

」

と

い

う
、

マ

リ
ア

に

固

有
な
「

生
」

の

深
み

と

そ

の

習
熟
の

道
行
き
を

語
ろ

う
と

し

て

い

る
。

「

マ

リ

ア
」

が

「

マ

リ
ア

と

な
る
」

と
い

う、

完
成
の

契
機
は

、

先
の

引
用
箇
所
に

よ

れ
ば
、

「

キ

リ
ス

ト

が

天
へ

と

ト
っ

て

去
っ

て
」

ゆ

き
、

「

聖

霊
を

受
け

取
る

こ

と
」

の

う
ち
に

見

出
さ
れ

て

い

る

が
、

そ

れ
は
、

「

と
い

う
の

も
、

も
し

、

わ

た
し

が

去
ら
な

け
れ

ば
、

弁
護
者
は

あ
な
た

が

た

の

と
こ

ろ

に

来
な
い

か

ら
で

あ
る

。

し

か

し
、

わ
た

し

が

去
る

な
ら

ば
、

わ

た

し

は

彼

を

あ
な

た

が

た

の

と

こ

ろ

に

派
遣
し

よ

う
（
ω

冨
巳
臼
口

8
四

σ

属
。

も
母
99

霽
ω

ま
コ

く

穹
＃

巴
く
。

鱈

ω

冨
ロ

9
ヨ

普

醇
ρ

自
憲
日

窪
ヨ

巴
く
。
ω

二

曾
ハ

＝
ハ

・

七
）

と

あ
る

聖

句
の

解
釈
と

結
び
つ

い

て

い

る
。

キ

リ

ス

ト
の

退
去
と

聖
霊

を

受
け
取
る

こ

と

は
、

使

徒
た

ち

の

根
本
的

体
験
で

あ
り

、

勺

唇

゜。

 

で

は
、

彼
ら
と
と

も
に

福
音
宣
教
に

生

き
た

「

マ

リ

ア
」

（

マ

グ

ダ

ラ

の

マ

リ

ア
）

に

も

語
ら
れ

る
。

キ

リ
ス

ト

の

退
去
と
聖

霊
を

受
け
る
こ

と

が

宗
教
的
生
の

完
成
に

決
定
的
な
契
機
で

あ
る
こ

と
は

、

使
徒
的
生
を

模
範
と

し
た

ド

ミ
ニ

コ

会

修
道
霊

性
の

宗
教
的
生

の

理

解
に

お
い

て

重
要
な
意

味
を
持
っ

て
い

た

と

考
え

ら
れ
、

ま

た
、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
の

他

の

著
作
に

お
い

て

も

確
認
す
る
こ

と

が

出
来
る

。
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エ ッ ク ハ ル トの 「ドイ ツ 語 説教86」 にお ける 「マ リ ア」像

　

後
期
の

著
作
と

さ

れ

る

ド

イ

ツ

語
論

考
『

離

脱
に

つ

い

て
』

で

は
、

キ

リ
ス

ト

の

退
去
と

聖

霊
を

受
け
る
こ

と

に
つ

い

て

次
の

よ

う

に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

　

さ

て
、

宀

元

全
な
離
脱
の

高
貴
さ

と

実
り
に
つ

い

て

注
意
し

よ

う
と

す
る

人
は
、

キ

リ
ス

ト

が
ご

自
身
の

弟
壬
た

ち
に

対
し

て

語
っ

　

　
た

時
、

自
ら
の

人

性
に
つ

い

て

述
べ

た

キ
リ
ス

ト
の

言
葉
を
認

識
し
て

も
ら

い

た
い

。

「

わ

た

し
が

あ

な
た

が

た

か
ら

去
っ

て

ゆ

　

　

く
こ

と
は
、

あ
な
た

が

た

に

と
っ

て

有
益
な
こ

と

な
の

で

あ
る

。

そ
し

て
、

わ

た

し

が

あ
な

た
が

た

か
ら

離
れ

て

ゆ

か

な
い

な
ら

　

　
ば

、

あ
な

た

が
た

に

聖
霊

が

与
え
ら
れ

な
い

の

で

あ
る

」

言
ハ

】

六
・

七
）

。

そ
れ

は
、

ま

さ
に

、

キ

リ
ス

ト

が
次
の

よ

う
に

語
っ

　

　
て

い

る

か

の

よ

う
で

あ
る

。

「

あ
な

た

が

た

は
、

わ
た

し
の

現
前
し
て

い

る

像
に

あ
ま

り
に

も

多
く
の

喜
び

を
お
い

て

お

り
、

そ

　

　
れ

ゆ

え
に

、

完
全
な

聖
霊
の

喜
び

が

あ
な
た
が

た

に

与
え
ら

れ

な
い

の

で

あ
る
」

。

…

わ
た

し

た

ち
が

キ

リ

ス

ト

の

肉
体
的
な

像

　

　
に

お
い

て

も
つ

こ

と
の

で

き
る

喜
び
が

、

わ

た

し

た

ち
が

聖
霊
を

受

け
取
る

こ

と

を

妨
げ
る

の

だ
と

す
れ

ば
、

わ

た
し

た

ち
が

は

　

　
か

な
い

慰
め

か

ら

え
る

、

神
に

対
し

て

秩
序
付
け
ら
れ

て

い

な
い

喜
び

は
、

さ

ら

に

ど

れ
ほ

ど

の

妨

げ
と

な

ろ

う
か

。

…

　

こ

こ

で
、

聖

句
と
と

も

に

示
さ

れ

る

キ

リ
ス

ト
の

退
去
と

は
、

キ

リ
ス

ト
の

「

現
前
す
る

像
（
。q

轟
穹
≦

母

鼠
巨
9
と

、

「

キ

リ

ス

ト

の

肉
体
的
な
像

仁

琶
→

9
¢

σ

ま
¢

国

誹冖
→）

」

か

ら

の

「

離
脱
（
咢
彊
Φ
。゚

筈
Φ【
α

9）
」

で

あ
り

、

そ
の

否

定
性
は

、

神
と

の

関
係
性
を

解
消
す

る

消
極
的

否
定
性
で

は

な

く
、

神
と

の
一

致
へ

跳

躍
す
る

積
極
的

否
定
性
と

し
て

理

解
さ

れ

る
。

そ

の

意
味
に

お
い

て
、

キ

リ
ス

ト

の

「

退
去
」

の

否

定
性
は

、

「

退
去
」

以

前
に

は

超
克
し

え
な
か
っ

た
、

「

現
前

す
る

像
」

、

「

肉
体
的
な

像
」

と
い

う
被
造
的
連

関
、

像
的

媒

介
に

制
限

さ

れ

た

キ

リ
ス

ト

と

の

関
り
方
を

照
ら

し

出
し

、

そ

れ

を
突

破
し
脱
却
す
る

脱
対
象
的

精
神
動
性
で

あ
る

「

離
脱
」

を
主

題

化
す
る

の

で

あ
り

、

「

離
脱
」

に

よ
っ

て

は

じ
め

て

成
就

す
る

神
と

の
一

致
と

い

う
宗
教

的
生

の

完
成
の

契
機
が

そ
こ

に

見
定
め
ら

　

　
　

　

（
26）

れ

る

の

で

あ
る

。
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（
27）
　
　

　

〔
霾

　
「

退

去
」

の

否
定
性
の

内
に

見
定
め

ら

れ

る

宗
教
的
生
の

完
成
の

契
機
は
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

の

み

な

ら

ず
、

タ

ウ
ラ

ー
、

ゾ

イ
ゼ

に

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
29）

お
い

て

も

重

要
な

意
味
を

持
ち

、

彼
ら
の

宗
教

的
生

の

理

解
に

通

底
す
る

も
の

で

あ
っ

た

と

考
え

ら
れ

る
。

タ

ウ

ラ
ー

は
、

同
じ
聖

書

箇
所
（
ヨ

ハ

＝
ハ

・

七）

を

引
い

て

「

退
去
」

に

お

け
る

身
体
的

現
前
性
の

喪

失
と

い

う
否

定
性
を
、

神
に

向
か

う
愛
の

飛

躍
的
完
成
の

契
機
と

と

ら

え
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

「

弟
子
た

ち
は
、

キ

リ
ス

ト

を

高
貴
な

仕
方
で

受
け

取
る

よ

う
に

な
る

た

め

に
、

か

く

し
て

、

キ

リ

ス

ト

を

失
わ

な

け
れ

ば

な
ら

な
か
っ

た
。

そ
れ
は

、

彼
ら
が

ま
だ

別
の

愛
が

あ
る

こ

と

を

知
る

よ

う
に

な

る

た

め

で

あ

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（
30）

り
、

そ

の

愛
は
、

そ
れ

ま
で

の

愛
よ

り
も

、

天
が

地
を

凌

駕
す
る

ほ

ど

遥
か
に

高
い

愛
で

あ
る
」

。

愛
す
る

者
の

身
体
的
現

前
性
の

喪

失
に
い

っ

そ

う
完
全

な
「

愛
」

の

誕
生
・

甦

り
を

見
る

視
点
は

、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
の

『

ヨ

ハ

ネ

福

音
書
註

解
』

に

お

け
る

当

該
聖

句

（

ヨ

ハ

∵
ハ
・

七
）

で

の

キ
リ
ス

ト

の

「

退

去
」

の

説
明
に

符
合
し

て
い

る

と

見
る
こ

と

が
で

き
る

。

そ
こ

で

は
、

キ
リ
ス

ト

の

「

退
去
」

と
い

う
否

定
性
は

、

被

造
的
世

界
内
で

人

間
に

あ
ら

わ

れ

て

い

た

「

身
体
的

現
前

性
（
o
蕁
。

ω

。

三
冨

8
毎
。

邑
尻）
」

に

お

け
る

キ

リ

ス

ト
、

及
び

、

「

人
間

的
な

愛
（

帥

ヨ
O
「

ケ
ロ

ヨ
餌
コ一
酢

四

ユ
の）
」

に
つ

な
が

れ
た

キ

リ
ス

ト
と
の

関
わ

り
の

喪
失

に

ほ

か

な
ら

ず
、

そ
れ

に

よ
っ

て
、

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
（
31）

「

神
性
の

愛
の

純
粋
性
（

。。

ぎ

8
葺
霧
帥

ヨ
。

詳
q
包
叶

僧

臣）
」

に

至
る

た

め

の

も
の

と
し

て

理

解
さ
れ

て

い

る
。

　

ま
た

、

ゾ

イ
ゼ

に

お
い

て
、

「

退
去
」

の

否
定
性
は

、

キ

リ

ス

ト

に

倣
い

従
う
宗
教
的
生
の

形
成
に

不
可
欠

な
完
成
の

契
機
と

し
て

見
出
さ

れ

て

い

る
。

『

ゾ

イ
ゼ

の

生

涯
』

（

詔

§

に

よ

れ

ば
、

「

初
心
の

人
（

き
く

魯
窪
α

日
。

口
ω
。

げ）
」

の
罍
並

的
修

錬
の

努
力
は

、

ま

ず
、

「

最
も

確
実
な

道
で

あ
る

キ

リ
ス

ト

の

模
範

的
生
涯
」

に

倣
う
生

活
の

体
得
に

注
が

れ
、

そ
れ
ら

「

先

行
す
る

諸
々

の

修
錬
」

が
「

善

き

準
備
」

と

な

り
、

「

高
度
に

知
性
的

な
道

9
。

げ

く

奠
ロ

雪
歐
q゚

嘆

幕
隣）
」

が

ひ

ら
か
れ

る
の

で

あ
る

が
、

キ

リ
ス

ト
の

「

退

去
」

の

否

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
〔
32）

定
性
は

、

そ
の

飛
翔
的
超
出
に

不
可
欠
な
も
の

と

し

て

見
出
さ

れ

る
。

そ

う
し

て
、

そ

れ

ま
で

対

象
的
手
が
か

り
を

介
し
て

養
わ
れ

導

か

れ

て

き
た

霊

的

修
錬
を

全

う
し

、

キ
リ
ス

ト

の

「

像
的

現
前
性
（

匿
二同
臼
 

q゚
Φ
゜q

穹
≦
ロ

螽
評
 

ご
」

を

含
め
一

切
の

像
的
媒

介
を
捨
て

非
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対
象
的

、

超
対

象
的

次
元
へ

と
超
出

す
る

様
は

、

巣
立
ち
の

時
を
迎
え
た

若
鷲
に

比
せ

ら

れ
、

そ
の

若
鷲
の

飛
翔
は
、

魂
の

「

最
上

の

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
33）

力

δ
σ

奠
。。

8

ζ
Φ

常）
」

の

「

至

福
で

完
全
な

生

に

お

け
る

観
照
的
高

貴
さ
の

高
み
」

へ

の

飛
翔
を
意

味
し

て

い

る
．

　

こ

の

よ

う
に

見
て

ゆ

く

時、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
、

タ

ウ

ラ

ー
、

ゾ

イ
ゼ

に

お
い

て
、

同
じ

聖
句

言
ハ

一

六
・

七
）

に

基
づ

い

て

示
さ

れ

る

キ

リ
ス

ト

の

「

退

去
」

の

否
定
性
に

基
づ

い

て
、

彼
ら

に

通
底
す
る

宗
教

的
生
の

理
解
に

関
す
る

、

一

つ

の

解
釈
可
能

性
の

提
示
が

で

き
る

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

す
な
わ

ち
、

キ

リ
ス

ト

の

「

退

去
」

の

否
定
性
は

、

そ

れ

ま
で

霊
的

成
長
の
一

過
程
と

な
り
え
た

愛
、

ま

た
、

キ

リ
ス

ト

と

の

関

り

が
、

途
上

的
、

媒
介
的

な

も
の

と

看
破
さ

れ
、

不
十
分
、

未
完
成
な
も
の

と

し
て

棄

却
さ

れ

る

と

こ

ろ

に
、

神
と

の

完
全
で
、

ゆ
る

ぎ
な
い

関
係
性
の

成
就
す
る

非
対
象
的

、

超

対
象
的
次
元
へ

の

超

出
を
主
題

化
す
る

も
の

で

あ
り

、

ま
た

、

そ

う
し
た

「

退
去
」

の

否

定
性
を

は

ら

ん

だ

飛
翔
の

う
ち

に
、

人
間
の

宗
教

的
生

の

完
成
の

契
機
が

見

定
め

ら

れ

て

い

る

と

考
え

ら
れ

る
。

も

ち
ろ

ん
、

こ

の

こ

と

は
、

一

つ

の

解
釈
可

能

性
の

提
示
に

と
ど

ま
る

も
の

で

あ
り
、

今
後
さ
ら
な

る

検
討
を

要
す
る

。

だ
が

、

本
稿
に

お
け
る

、

勺

け

Q。

 

の

「

マ

リ

ア
」

像
の

考
察
を

発

端
と

し

て
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
、

タ

ウ

ラ

i
、

ゾ

イ
ゼ

に

通

底
す
る

宗
教
的

生
の

理

解
の
］

つ

の

解
釈
可
能

性
を

提
示
す
る

試
み

は
、

ド

イ

ツ

神
秘
思
想
の

「

三

ツ

星
」

と

も
呼
ば

れ
る一
一一

人

の

ド
ミ
ニ

コ

会
思
想

家
間
の

思

想
連
関
の

解
明
が

今
日
に

お
い

て

も
な

お

十
分
に

進
ん

で

い

な
い

中
で
、

そ

の

出
発

点
と

し
て
一

定
の

意
味
を
持
ち

う
る
と

　

　

　
　〔
34〕

考
え
ら

れ

る
。

　

ま
た

、

そ

う
し
た

解

釈
可
能

性
が

成
立

す
る

と

す
れ

ば
、

写．
○。

 

で

語
ら

れ

る

「

マ

リ

ア
」

像
の

う
ち
に

含
み
こ

ま

れ
た

思

想
内

容
を

、

ド

イ

ツ

神
秘
思

想
の

基
底
に

あ
る

も
の

と
し

て
、

そ
の

思

想
史

的
連
関
の

内

部
に

見
通

す
可

能
性
も
ひ

ら

か

れ

る

で

あ
ろ

う
。

そ
し
て

、

こ

の

こ

と

は
、

こ

れ

ま

で

十

分
に

取
り
上

げ
ら

れ

て

こ

な
か
っ

た
、

勺

詈

Q 。

 

に

お

け
る

「

マ

リ

ア
」

の

意

義
を

考
え
る

上

で

も
重
要
な
意

味
を

持
つ

で

あ
ろ

う
。

本
稿
は

、

こ

こ

に

ひ

と

ま

ず
の

む
す
び

を

お
く
が

、

以
上

の

考
察
か

ら

広
が

る

さ

ら

な
る

問
題
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の

追

究
を

今
後
の

課
題

と

し

て
、

そ
れ

を

新
た

な

機
会
に

論
じ

る

こ

と

に

し

た
い

。

註
（

↓
　
上

田
閑

照
『

上
田

閑
照

集
』

第
七

巻
、

岩
波
書
店、

二

〇

〇
一

年、

＝ ．
一

七

頁
。

牢゚
○。

 

の

基

本
文
献
と
し

て

は

次
の

も
の

を

参
照

。

望
9
巳

穹

　

　
7
自
Φ

臼噛
、、

勺
μ

o ◎

 

∴
H

三
「

P

≦
け

H
Φ

の

昜
一
昌

ρ
＝
o
α
臨
鋤

日
6

器
器
＝

自

ヨ．
  ．

貯

卜

箋
ミ

ミ
肉

審
瀞

職
丶

ミ「
HH

しo
け

舜
贏
母
冖剛

内
O
巨
ぴ
p

ヨ
ヨ
Φ

き

bQOO

ω、
ω

」
ω
 
ー

ミ
 ．

　

　

巨
Φ

叶

ヨ
霞

ζ
帯
け

ざ

b
紺

肉
ミ
詠

ミ
噌

§

ミ
ミ

ム

ミ
§

§
織

ミ
ミ

Oo

ミ
Q

ミ
黛
ミ
導
鼻

幻
o
σq
Φ「
易
σ

霞
oq一
「
「

δ

酔
日
げ

℃
⊆
°。

冨
叶

」
ゆ
 
ゆ嘲
Qり

」
○。

 
Ib
。

しQ
し。°

松

　

　

山

美
佳
『

マ

イ
ス

タ

ー
・

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
の

生
の

教

説
」

行
路

社、

二

〇
一

〇

年
、

第
四

章
。

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

の

原

典
は

次
の

全
集
に
よ

る
。

b
暗

　

　
職

ミ
身
ら

ぎ
嵩

§
ミ

ミ
鳶
帖

ミ
硫

急
§

ミ
耐

碁
鋒

け
H
°噂

騨
一
目

〉
ロ

坤
「
四
頓
Φ

O
¢

「

∪
 

三
ω

O
『
Φ

ロ

国
o
「
ω

O
げ

二
昌
帥Q
ω

舮q
Φ

日
 

冒
ω

O
げ

龍
戸

ω

言
茸
ひ弓
9。

ニー

≦丶゚

内
o
『

テ
帥

B
ー

　

　

ヨ
o
δ

一

鴇
窪
冖

　
引
用
・

参
照
は

全
集
版
の

表
記、

略

記
方
式
に

従
う

。

但
し

勺
「°
○。

 

に
つ

い

て

は

頁
数
の

み

を
記

す
。

な
お、

訳
出
あ
た
っ

て

は

以

　

　

下
の

邦
訳
文

献
適
宜
参
照
し
た
。

相
原

信
作

訳
『

神
の

慰
め
の

書
』

講

談
社、

一

九

八
五

年
、

講
談

社、．

中

山
善
樹
訳

『

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
ー
』

教
文

　

　

館、

一

九
八

九
年

。

田

島
照
久
編
訳

『

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

説
教
集
』

岩

波
書
店、

一

九
九
〇

年
。

川
暗
幸
夫
訳

『

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
論
述

集
』

創

文
社、

一

　

　

九
九
一

年
。

（
2

）

9
Φ

ω

9
瑟
富

募
 
→
7
。

H

三
¢

ε

曇
曁
8
。
h

＝
磐

目
賓

餌

巳
ン

♂
二
け

P、−

ぎ

園、
ミ
亀

9
ミ
§

駐
k

蓐

§
§
、

寺
蒔
§
嵩

§
織

的

ミ
ミ

　

　

S
誨
も

蠡
ミ、
O
貸
目

6
識
自

ぴq
ρ

○
効

ヨ
げ

二
α
鵬
¢

ご゚

勺
‘

這
O
 ゚

ψ
】

1
一

自◆

ζ
冨

9喝
b
鑓

肉
駐

ぽ
鎌

m6

ミ

類
ミ

』

職
ご
黛

ミ

ミ

犠

朝
ミ

Oo
認

鷺

ミ
黛
ミ軋
魁

鼻

Qり゜
 
OQI

　

　

＝
刈゚

ζ
髯
二
目
曽

芝
Φ

『

岳
」
o
げ
ロ
ω噛
．、

ζ
母
冨

ロ
ロ

α

ζ
髯

9
⇔

ヨ

02

『

Φ

嵩
Φq
δ
の
Φ

口

国
「

四

口
Φ
p
σ
Φ

藝
 

oq
信
コ
mq’．、

巨

郎
腎

§
叙

ミ
器

ミ
鷲
曹

さ
勉

職
冲

篤

ミ

　

藁．
栽

ミ
ミ
牒

ミ゚

魯摯
愚
毳
ご
謡

肉
、

Q
防

鷺
＼

肉

蠹
乳

簿

郵
N
℃
QQ
鼻

しり

ε
叶

什

αq

胃
叶

」°
bu，

ζ
卑
巴
Φ
「

ω

o
プ
Φ

く

電
50
煢
ω
げ

二
〇
げ

げ
P
昌
匹

ξ
昌
oq囓
H
ゆ
GcO
、
Qo．
ω
 
れ
ー

ω

ON

（
3）
　
こ

の

点
に

お
い

て

研
究
者
の
口
兄

解
は
ほ

ぼ
一

致
し

て

い

る
。

竃
δ
け

戸

b
暗

肉

ミ
譜
蹄

§
 

｝

魂

ミ
k

高
昏

職

ミ
ミ
嵩
職

類
ミ

Oo

ミ
鴨

慧
、

ミ
彎
登

ω゚

冨
刈
1

　

　
一

Q。

○。’

ベ

ル

ン

ハ

ル

ト
・

ヴ
ェ

ル

テ
ェ

（

大

津
留

直
訳
）

「

マ

イ
ス

タ
ー
・

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

　
そ
の

思

索
に

向
か
っ

て

思

索
す
る

試
み
』

法
政

大
学
出

　

　

版
局、

二

〇
〇

〇

年、

一

九
〇

1
一

九
五

頁
（

じd
霞
ロ

げ

鴛
α

タ
δ
戸

ρ

ミ
竃
ヒ

、

箋

肉

簿
隷

ミ
ト

O
偽

§
謡
冲

§

靆
物

無
ミ

§

Q
範

§
養

譜
§

閃

誌
ぎ
口
畳

吟
しdp
。

の

Φ
γ

　

　

芝［
Φ

戸

＝

興
α
¢
目゜
一

笥
9

。

『
上
田

閑
照
集
』

第
七

巻、

二

六
六

−
二

七
一
、

貝
．

松
田

「

マ

イ

ス

タ

ー
・

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
の

生
の

教

説
』

、

冖

〇

九

頁
．

　

　

但
し、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
の

独
創
的
解
釈
と

さ

れ

る
「

マ

ル

タ
」

の

優

位
を．
小

す

解
釈
も、

部

分
的
に

は
、

先
行

す
る

聖
書

解
釈
の

伝
統
に

見
出
さ
れ
る

　

　

も
の

で

あ
り
、

直
近
に

は
、

ア

ル

ベ

ル

ト

ゥ

ス

が
「

マ

リ

ア
」

、
「

観
想
的
牛．
」

に

対
し
て

「

マ

ル

タ
」

、

「

活
動

的
生
」

の

あ
り
方
を

す
ぐ

れ
た

も
の

と

　

　

す
る

解
釈
を

提
示
し
て

い

る

こ

と

も
指
摘
さ

れ

て

い

る
。

く
ひQ
卜

Oo

コ
゜・

8
巨
9PPO

°°

Q。°

＝
卜⊃
1

＝
し。°

7
自
o
叶

戸

象

勺
「°

○。

ρ．．

ψ

扇
 
1

霸
N

≧
o
尻

7
宀

　

　
国

畧
ω

  ．一
）

δ

udo
二

詳
Φ

＝

＝

昌

騎

匹

爰
．

＜冖
訂

8
旨
08

皀

篳
才
笆

⊆

＝
匹

．
oo

島

く

暁

ヨ

α

霞

Oo

ヨ
ぎ

涛

雪
2
∋
く

。゚

菖
貯

ユ

窃

＝°

冨
置
『

『

≡
乙
o

穽
の

．゚、

ヨ

O
ミ
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貯

ミ
§

1
亀

ミ
ミ
き
§．

曽
≒

ミ
蕁

も
ミ｛、
ミ
帆

審
§
｝

捻
詮
簿

疑
博

ご
ミ

ミ
乳
ミ
、

ミー

「

蕁
ゴ

罫
h
＝

二

聾

∋

ζ’
」
＝
コ。

 】

＜
〇

二
9Doq

」
 
oQ

ρ

Qc響

零
亠
OQQ
”
G∩

」
O

〒

　

　
巳
卜o°

〉

ま
奠
E
°。

‘
四

鞄
≡
伊

肉
謡

ミ
ミ
羅

§
翁

§

竈
竃

ミ
織
轟

ミ

芍

ミ
鷺

§

繭
黥
譲
晦
鴨

ミ

ト
軸馬
ミ
魯

ヨ

e
偽

ミ
◎

ミ
註
麟

×
×
HHH

−
Φ

α．

切
o
「

鵬
ロ
¢

戸

勺
餌

ユ
¢

　

　
＜

才
Oo
。

レ
Qo
 
 

P
琴゚

〆
ω

OoI

心
bQ一
の幽

コ
ー

白）．
ω゚

刈
Oc’
Oc
μ

OcOc12

°

（
4

）

　
そ
の

中
で

も、

マ

ル

タ

の

す
が

た
に
、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

独
特
の

「

，

真
人
（
血
ロ

≦

曾

B
Φ
コ
ω

o
げ
Φ）
」

−
「

実
生

活
の

現

身
性
」

に

あ
っ

て
、

神

　

　
と

の

合
［

を

内
的
に

突

破
し

た

「

活
き
た
生
」

の

「

主

体
」

　
　

が
見
出
さ

れ

る
こ

と
を
二
小

し、

さ
ら
に

ま
た

、

そ
こ

に

禅
と
の

接
点
を

探
究
し

て

い

　

　
る

上
田

閑
照
の

研
究
は、

き
わ
め

て

す
ぐ
れ
た

も
の

で

あ
る

。

そ
れ
に

よ
れ

ば
、

「

ド
イ

ツ

語
説
教
八

六
」

に

お

い

て
、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
は
、

「

マ

リ

ア

　

　
の

在
り

方
に

神
と
の

合
一

に

沈
潜
す
る

立

場
」

を
見

、

「
マ

ル

タ

の

在
り

方
に

合
一

を

前
提
と
し

て

そ
の

合
一

か
ら
立

ち
上
が

り
神
を

去
っ

た
立

場
−

　

　
神
性
の

無
に

徹
す
る

こ

と

同

と
一

つ

に
』

現
世
界
の

実
生

活
に

還
っ

た

立
場
」

を

見
て

お

り、

「

マ

ル

タ

の

在
り

方
に

即
し
て

独
特
な

「

活
動
的
生
』

　

　［
実
生

活
］

を
正

面
か
ら

打
ち
出
し
て

い

る
」

と

考
え
ら
れ

る
。

上
田

閑
照

「

E
田

閑
照
集
』

第
八

巻、

岩

波
書
店

、

二

〇
〇
二

年、

一
、

一

ー

＝
．

　

　
七
、

二

六
六

−
二

七
一
、

三
一

五

−
三

四
一

頁
参
照

。

（
5）

＜

覧
しu

奠

蠧
a
ζ
。

Ω

目−
→

ミ
」

5
§
§
、

ぎ
ミ
鴨

ミ

ミ

蓐
鶤
ミ

粤
ぎ

ミ、
Z
 

ヌ

既
。
同

評¶

9
。
ω

質

8PNOO

尸

っ゚

」
姻
。゚°

（
6）
　
エ

ッ

ク
ハ

ル

ト

を
「

神
秘
思

想
家

9
身
の

二
評

窪）
」

と

呼
ぶ

べ

き
か
、

賛
否
両

論
、

様
々

に

論
じ

ら

れ

て

き
た

経
緯
が
あ
る

が
、

こ

こ

で
、

そ
の

問

　

　
題
に

詳
し

く
立

ち
入
る

こ

と

は
で

き
な
い

。

本

稿
は
、

ま
ず

、

神
と

の
一

致
の

思

想
及
び

そ
れ

に

伴
う

宗
教

的
生

の

思

想
を
も
っ

て、
「
神

秘
思
想
」

　

　
と
し
、

ま
た
、

そ

れ
を

哲
学
・

神
学
的

概
念
を
踏
ま
え

な
が
ら
も
、

「

離

脱
」

等
の

ド
イ
ツ

語
独
自
の

思

想
表
現
に

よ

っ

て

許
り
出
し

た

思

想
家
と

し

　

　
て、

エ

ッ

ク
ハ

ル

ト、

タ

ウ

ラ

ー
、

ゾ
イ
ゼ

を
「

ド
イ

ツ

神
秘
思
想
」

と
し

た

い
．

そ
の

上
で
、

本
稿
は

、

本
論
「

四
」

で

見
る

よ

う
に
、

彼
ら

に

お

　

　
い

て
、

キ

リ
ス

ト

の

「

退
去
」

が
、

神
と
の
一

致
に

向
か

う
宗
教
的
生
の

完
成
の

重

要
な
契

機
と

さ
れ

る

こ

と
に

注
目

し、

そ
こ

か
ら
、

「

ド
イ

ツ

神

　

秘
思

想
」

の

実
質

的
な

思
想
連
関
の

解

明
を
試
み

る

も
の

で

あ
る

。

（
7
）

註
（
2
）

参
照．、

（
8
）

　
マ

ル

タ

は

マ

リ
ア

が
そ

う
し
た

＝
罟

び

の

う
ち
に

停
滞
し、

そ
れ
以
上

善
い

も
の

に

至
る

こ

と
が

な

い

こ

と
を
お

そ
れ
た
」

貫
○。

し。
）

。

（
9

）

　
こ

う
し
て
、

「

生
」

を

通
じ

て

ひ

ら

き
も
た
ら
さ

れ

る

「

認

識
」

は、

マ

ル

タ

の

「

円

熟
し
た
年

齢
」

（
料
o 。

ご

に

由
来
す
る
が
、

た

だ

年
を

重
ね
る

　

　
こ

と
で

獲
得
さ

れ

る

の

で

は
な

く、

ま
た

、

啓
示
に
基
づ

く
信
仰
に

よ

る

も
の

で

も
な

く
、

「

徳
の

修
練
」

に

お
い

て

獲

得
さ

れ
る
（
轟
゜。

も。）
。

し
た
が

　

　
っ

て、

「

徳
の

修
練
」

に

お

い

て

鍛
え
上

げ
ら
れ

た

「

異
教
の

師
た
ち
」

は
、

そ
の

「

高
い

認
識
」

に

達
し
た

が
、

聖

パ

ウ
ロ

は
、

「

彼
は
は

た

ら
き
に

　

お

い

て

徳
の

修
練
を

し
て

い

な

か
っ

た
」

た
め
、

十

分
な

認
識
に

達
し
え

な
か

っ

た
と

も

述
べ

ら

れ
て

い

る

£
Gc
し。）

。

「

徳
の

修

錬
」

を
通

じ
て、

　

「

生
」

と

そ
こ

か

ら

も
た

ら
さ
れ

る

「

認
識
」

は
、

マ

ル

タ

の

存
在
に

お
い

て
一

つ

と
な

り、

マ

ル

タ

の

「

根
底
（
ゆq
毎
コ

こ
」

そ
の

も
の

と
な
っ

て

い

　

　
る
。

マ

ル

タ

の

「

根
底
」

は
、

「

極
限
ま
で

十
分
に

鍛
え
上

げ
ら
れ
た

根
底
」

で

あ
り

、

そ

こ

か
ら、

マ

ル

タ

の

あ
ら

ゆ
る

も
の

に

準
備
さ
れ
た
は

た

（661）39
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ら

き
が
生
ま
れ
る

の

で

あ
る

雀
○。

ご
。

マ

ル

タ
の

マ

リ
ア

に

対
す
る

配
慮
も、

「

徳
の

修
錬
」

に

裏
打
ち

さ
れ
た

「

円
熟
し
た

根

底
」

に

よ
っ

て

見

分

　
　
け
ら

れ

た

も
の

で

あ
る

「

マ

ル

タ
は

円
熟
し
て
、

確

固
な

徳
の

う
ち
に

あ
っ

て
、

そ
し

て
、

と

ら

わ
れ

な
い

心
の

う
ち

に

あ
っ

て
、

い

か

な
る

も
の

に

　
　
も

妨
げ
ら

れ

な
か
っ

た
。

そ
し
て、

そ

こ

か
ら
、

マ

ル

タ

は
、

マ

リ
ア

が

本
質
的
に

立
っ

て

い

な
い

こ

と

を

見
た
と

き
に、

次
の

よ

う
に

願
っ

た
の

で

　
　
あ
っ

た
。

つ

ま

り、

自
分
の

妹
が
ま
さ
し

く
自
分
と

同
じ

状
態
に
人
れ

ら
れ

る

よ

う
に

と
。

そ
し
て
、

マ

ル

タ
が
、

そ
こ

か

ら、

マ

リ
ア

が

永
遠
の

至

　
　
福
に

属
す
る
一

切
の

も
の

う
ち
に
立
つ

よ

う
に

と

願
っ

た
の

は
、

円

熟
し
た

根
底
で

あ
っ

た
」

（
駆
○。

9
。

（
10
）

　
「

学
校
」

と

あ
る
の

は
、

聖

書
箇
所
に

直
接
さ
か
の

ぼ

る

表
象
で

は

な
い

。

そ

れ

は
、

修
道
院

神
学
的
霊

性
に

固
有
の

伝

統
的

表
象
で

あ

り、

ベ

ネ

　
　
デ

ィ

ク

ト

ゥ

ス

の

『

戒

律
』

に

お
い

て

明

確
に

示
さ
れ

る
。

修
道
院
と
は

「

学
校
」

な
の

で

あ

り、

し

か
も、

そ
れ

は
、

立

身
出
世
と

密
接
に
関
わ
る

　
　
世

俗
的
な

学
問
研
究
と
は

無
縁
の
、

「

主
の

奉

仕
者
の

学
校
（
°。

o
け
o
冨

uo

巳
巳
ユ

 

¢
『

≦
巳
ご
（
序
文、

45）

で

あ
る
。

古

田
暁
訳

『

聖
ベ

ネ
デ

ィ

ク

　
　
ト
の

戒
律」

す
え
も
り
ブ
ッ

ク

ス
、

二

〇

〇

〇

年
。

坂
口

昂
古
「
聖
ベ

ネ

デ
ィ

ク

ト
ゥ

ス
』

南
窓

社
、

二

〇
〇
三

年、

．
．
．

】

1
一

四
〇

頁
参
照

。

修

　
　
道
院
を

神
の

た
め

に

自
ら
を
さ

さ
げ
て

生

き
る

も
の

の

「

学
校
」

と

す
る

西
欧
修
道
霊

性
の

表

象
を

介
し
て、

マ

ル

タ

と

マ

リ
ア

の

す
が

た
は

、

二

つ

　
　
の

修
道

者
の

牛
の

か

た
ち
を

映
し
出
す
鏡
と
な

り、

こ

の

説
教
を
受
け
と
っ

た
人
々

は
、

彼
女
た

ち
の

す
が
た
の

中
に

修
道
者
の

あ
る
べ

き
す
が
た
を

　
　
重
ね
て

考
え
る

こ

と

に

な
る

。

す
な
わ
ち、

マ

ル

タ

は、

す
で

に

修
道
生

活
に

入
り、

そ
の

修
練
に

よ
っ

て

神
に

向
か

う
生
に

お

い

て

成
熟
し、

一

つ

　
　
の

段
階
に

達
し
た

修
道
者
の

す
が
た

と
な

り
、

マ

リ
ア

は
、

今
は

じ
め
て

修
道
院
に
入

り
、

そ
の

霊

的
生

活
の

道

行
き

を
開

始
し
た
修

道
者
の

す
が
た

　
　
と

な
る

。

ま
た
、

「

学
校
」

は

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト

を
は
じ

め

ド
ミ

ニ

コ

会
士
に

と

っ

て

は
、

会
則
に

定
め

ら
れ
た
、

げ
o
げ

9
筏

と

呼
ば
れ

る
ド
ミ

ニ

コ

会

　
　
修
道
院

学
校
が

最
も
身
近
な
も
の

と

し
て

思
い

起
こ

さ
れ
る

。

ド
ミ

ニ

コ

会
十
に

と

っ

て

「

学

校
」

に

入
る
と
い

う
こ

と
は
、

修
道
生

活、

霊
的

修
錬

　
　
の

開
始
を

意
味
す
る

の

で

あ
り、

「

学
校
」

に

入
っ

た

マ

リ
ア

の

す
が
た
は
、

霊
的
生

活
の

歩
み
を

始
め
た

ド
ミ

ニ

コ

会
十
の

す
が
た

に

重

ね
合
わ
せ

　
　
ら
れ

、

マ

リ

ア

を

通
じ
て

「

生
」

の

学
び
が

促
が
さ
れ

る
こ

と
に

な
る
。

ド
ミ

ニ

コ

会
の

教

育
体
制

お
よ

び

修
道
院

内
の

「

学
校
（

°。

o
け

皀
餌
）

」

に

つ

　
　
い

て

は、

拙
論
「

ド
ミ

ニ

コ

会
教
育
体

制
と

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
」

（

『
口

本
カ

ト

リ
ッ

ク

神
学
会
誌
』

第
二
一

号、

二

〇
一

〇

年）
、

　一

二

七

−
一

四
九

頁

　
　
参
照

。

（
11）
　
こ

の

文
は
、

そ
の

ま
ま
で

は

意
味
の

通
り
に

く
く

、

訳
者
の

多
く
が

文
意
を
補

う
工

夫
を

施
し
て

い

る
箇

所
で

あ
り

、

通
例、

「

マ

リ

ア

と

な
る
」

　
　
と
こ

ろ

に、

「

マ

リ

ア
」

の

霊
的

成
熟
・

完
成
を
見
る

。

だ
が、

そ

う
し
た

霊

的
成

長
の

観
点
か
ら

補
足
し
て

も、

難
読
箇
所
の

要
因
で

あ
る

、

そ
れ

　
　
以

前
の

「

マ

リ
ア
」

に

「

マ

リ
ア
」

で

あ
る

こ

と

ま
で

否
定
す
る

必

然
性
は

十
分

明
ら

か
に

な
ら

な
い
。

こ

こ

で
、

「

マ

リ

ア
」

の

意

味
は
、

妹
マ

リ

　
　
ァ

か

ら
で

は
な

く、

「

マ

リ

ア
」

そ
の

も
の

の

意
味
内

容
か
ら

考
え

ら
れ
て

お

り
、

「

マ

リ
ア

」

と
一

致

す
る

こ

と
、

「

マ

リ

ア
」

と

な
る

こ

と
か

ら、

　
　
か

え
っ

て
、

妹
マ

リ

ア

の

完
全

性
が

主
題

化
さ

れ
て

い

る
。

こ

う
し
た

、

「

マ

リ
ア
」

に
お

け
る

視
点
の

変

化
は
、

「

マ

リ
ア
」

が
保

持
す
る

意

味
の

重

　
　
層
性
か

ら

照
ら
し
出

さ
れ

る
も
の

で

あ
り、

そ
の

意
味
連

関
の

中
心
に

は
、

聖

母
マ

リ

ア

の

完
全
性
が

見
出
さ
れ
て

い

る
。

こ

う
し

た

解
釈
の

動
態
に

40（662）
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エ ッ ク ハ ル トの 「ドイ ツ 語説 教 86」 に お ける 「マ リ ア 」像

　

　
勺
「．
Q 。

 

は

直
接
言
及
し

な
い

が
、

中
世
の

聖

書
解
釈
伝

統
に

共
有
さ

れ
た

も
の

で

あ
り、

詳
し
く
は
以

下、

本

論
「

二
」

に

見
る

こ

と
に

し
た
い

。

（
12
）

　
ベ

ル

ナ

ル

ド
ゥ

ス

の

マ

ル

タ

と
マ

リ

ア

の

姉
妹
に

閧
す
る

聖
書
註

解
に

つ

い

て

は

次
の

研
究
文
献
を

参
照

。

国
oa

ピ

9
≦
ω

じu
餌

巨
¢

μ

。
しd
¢

蕁
穹
O

　

　
Oh

Ω
巴
居

〈
⇔

二
囲

四
コ

ロ

ζ
oN

巴

〉

帋
ゆqo

ユ
o
巴

→

B
α

己
o

戸、、

ヨ

ご

ミ
舞ー
ミ
暁

ミ
執

帆

ミ

旨

誉
ミ
蹇
ミ

ト
覧

耐

ミ
ミ
丶

箜

肉
鈎
δ
嵶

ミ

S
潜
鳴

ミ
ミ
q

葭
O
、

諠
、

織
毳

　

　

さ
幕
ミ
鳥

鐸

Φ

P
σ

望

Uo
口

αq
冨
の

菊
蝉

伍

巳

5−
ご

ヨ
ω

叶

Φ

曽

阜

ζ
Φ

臼
Φ

＜

巴

 

口
己同
霧
Oc

ヨ
日

葺
¢

ρ

C
巳
く
 
「

°。帥
qo
団

勺

葺
 

σ

母
∞q
『

」
O

謡゚

ω゚

一

亠
O．

（
13
）

　
しd
Φ

毎
pa

易

Ω
穹
器
く

曁
2
玖
のー

ミ

冨

題
ミ
ミ》
勘
も

ミ゚
ω

奠
琶
oHH

．

ρ

b。

」
旨

吻

§
竃、
しu
馬

ミ
霜

ミ
帖

e
ミ
鋒

く帰
閑
o

目
ρ

国

臼
口

8
Φ
ω

Ω
の

8
同

皀
Φ

塁
Φ

P

　

　一

80
。°

（
14
）
　
「

こ

の
一

人
の
、

最
高
の

マ

リ
ア

の

う
ち
に

、

マ

ル

タ
の

仕
事
も
、

マ

リ
ア

の

怠

惰
で

は

な

い

清
閑
も
見
出

さ
れ

る

の

で

あ
る
」

（
bdo3pa

⊆
p

　

　
き

罫マ
コ゚

O）
。

（
15）
　
「

マ

ル

タ

と

マ

リ
ア
」

の

姉
妹
を

通
じ
て、

両
者
を
超
え
た

「

マ

リ

ア
」

へ

向
か
う
取
書
解
釈
は
、

修
道
院
神

学
の

零

性
伝
統
か
ら

受
け
継
が
れ

て
、

　

　
ボ

ナ
ヴ
ェ

ン

ト
ゥ

ラ
、

ア

ル

ベ

ル

ト

ゥ

ス
、

レ

ー

ゲ

ン

ス

ブ

ル

ク

の

ベ

ル

ト

ー

ル

ド
な
ど
、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
に

先
行
す
る
神

学
者
の

聖

書
解
釈
に

確
認

　

　
で

き
る

も
の

で

あ
る

。

そ
の

意
味
で
、

聖
書
解

釈
の

枠
組
み
の

ひ

と

つ

と
し

て

広
く

浸
透
し

て

い

た

と

想
定
で

き
る

。

＜
鵬
尸

Oo
口
ω

8
⊆
Φ．

P
帥゚

9Q
り’

　

　
QQI

ρ

＝
OI

一

一

ω゚

（

16）
　
エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
も、

『

離

脱
に

つ

い

て
』

の

な

か
で

は
、

「．
彼
女
［
マ

リ
ア

］

は
二一、
口

っ

た
、

「
主
は

そ
の

は

し

た
め

の

謙
遜
に

日
を
と

め

ら
れ

た
』
、

　

　
と

。

す
な
わ

ち、

『

か

れ

は

そ
の

仕
え

女
の

謙
遜
を

見
た
』

、

と
」

〔

国
o

匪
襞
戸

ぎ
隷

暮
飛
毳

き
鳥執
概

§
誨

篤
、

』
）

ピ

く

〜、呷
Qり’
膳
O
刈）

と

述
べ

て

い

る
。

（
17
）
　
〈
鵬｝°

→
け

o
日

霧

〉
ρ

三
コ

国
ω゜
吻
ミ

ミ
ミ
驚

S
ミ
o
、

鍵
時

蚕

目

亠
尸

ρ

一

Q 。

ρ

P
メ

国゜
○。°

M
・

H
・

ヴ
ィ

ケ

ー

ル

（
朝
倉

文
市
監
訳、

渡
辺

隆
司
・

梅

津

　

　
教

孝
訳）

『

中
世
修
道
院
の

世
界

　
　
使

徒
た
ち
の

模
倣
者
た

ち
』

八

坂
書
房、

二

〇
〇

四

年、

五

〇

1
五
四

頁
（
ζ
m
二
 −
＝
匚

巳
げ
o

洋

く
ド
巴
居

ρ

○

男

　

　
卜、

§
§
、

ご
ミ

譜
物

』
、

雰
壁

毳 

ミ
ミ
謹
孕

6
評

§
ミ

ミ
物、

蓐
匿

ミ
亀
ヤ

誉一
℃

鴛
グ
O
¢

焦
一

霧
G 。）
。

桑
原

直
己

「

東
西
修
道
霊

性
の

歴
史』

知
泉
書
館、

二

　

　
〇

〇
八

年、

二

二

四

−
二

二

八
頁

。

ド
ミ

ニ

コ

会

修
道
霊

性
に

お

け
る

「

従
順
（

o
σ

o
Φ

9
Φ

三

芭
」

に

つ

い

て

は

次
の

拙
論
を

参
照

。

「

エ

ッ

ク
ハ

ル

　

　
ト
の

『

教
導
講
話
』

と

そ
の

人
間
像

　
　
「

信
頼
」

、
「

愛
」 、

「

罪
」

、
「

悔
悛
」

を
め

ぐ
っ

て
」

（
『

研
究

論
叢
』

、

第
四一．一

号
、

星
美

学
園
短
期

大
学、

　

　
二

〇
一
一

年
）

、

＝
ニ

ー
三

九．
貝

っ

（
18
）
　
謁
鳴

魯

腎
丶

§
腎
越
ら

曹
ミ

§
h
魯

U
≦

く、

ψ
一

〇。

屮

　
前
註、

拙
論

参
照

。

（
19冖）
　
Oo
目
の

母
匡
ρ

P
餌

b
；

G っ゚

O

謁゚

（
20
）

　
マ

グ

ダ

ラ
の

マ

リ

ア

伝
承
は
、

同
じ

く

ド
ミ

ニ

コ

会
士

で

あ
る

ヤ

コ

ブ

ス

q
鴛
o
σ

口
゜。

創
¢

＜
o

鐔
αq

冒
 
）

に

よ

る

『

黄
金

伝

説
』

（

卜

轟
§
織
葛

　

亀

ミ
§）

第
九
六

章
に

依
拠
し
て

い

る

と

考
え

ら
れ
る

。

冒
oo

げ
⊆
の

α
¢

＜
o

座
ゆq

冒
ρ

卜
笥

題
毳

§

§
丶

§
唸

黛

耐
o

ミ
無

ミ
貯

ト
も

ミ

貯
丶

ミ

ミ

ミ
ら

ミ旧

→
巨

　

　
O
話
Φ

゜。

ω

ρ

虹
O
°・

す
Φ

」
○。
 

ρ

ω゚

恥
O

甲
凸
刈゚

前

田
敬
作
・

山
口

裕
訳

「

黄
金

伝
説
　
第
二

巻
』

人

文
書
院、

】

九
八
五

年、

四

三
四

−
四

五
四

頁
参
照

（663）41
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（

第
九
一

章
と
な
っ

て

い

る
）

。

ド

ミ

ニ

コ

会
修
道
霊

性
の

伝
統
形

成
に
お

い

て

『

黄
金

伝
説』

が

果
た

し
た

意
義
に

つ

い

て

は

次
の

研
究
を

参
照

。

　

　
→
プ
O

ヨ
霧

団
O
°・

霙ゆ
．．

＜
o

∋

簔
恥

ミ
芍

ミ
ミ

O
隷

適
勃

融

ゆ
σ

奠
帖

龕
ミ
》

ミ
ミ

蓉
§
等

ミ
ミ

ミ
N
ロ

ヨ
．

」

¢
伍

角
ヨ
笛
コ

ゴ
ω

σ
o

尻

且
2、’

d
σ
 

＝
Φ

鵬

ロ
ロ
o戔
Φ

昌

N

霞

乞

自ー

　

　
ヨ
讐冖
≦
什

彎
Φ

莞
ヨ
亘
髯【
°。

o
『

興

く
o

跨
巴

8
瑟
日
彦
8
目

一
B
ヨ
の

冖

押
ロ

且
o
昌

色
¢

ロ

O
 

巨
鵬
¢

9
同

じd
¢

冖

8
δ

a
Φ
昌

9
 

易．

富
げ
同

『
⊆

口

号
詳
ω
〜 、

冒

b
暗

　

馳
ミ

ミ
ミ
賊

§
 

ミ

』
ミ

ぎ
墨

耳
ω

ぴq°
＜
o
目

O
奠
け

7
ド

三
濠
こ
曾
oqO

σ
Φ

「
°・

8
（

朝
ミ
、

轟
ミ

ミ
身

O
丶
織
ミ

§
偽

§
』
ミ
織

b
帖

ミ
国

ミ
鴫

§
丶

ミ
暗
凡

譜

§
卜

宇

　

　
曽

§
恥

§

ミ
咋

ミ
ミ
、

ミ．
しu
α

」
一

y

ζ
偉

⇒
°。

房
戸

団
日

く

奠
訂
αq

」
O
ゆ
 

（
しd
Φ

ヰ
巴
o

註
o
昌

一

 

ゆ

O）剛
しり

』
¶
−

一

〇

炉

ω゚

し。
 

1
 

O°
　
マ

グ

ダ
ラ

の

マ

リ
ア

伝
承
に

　

　
つ

い

て

は

次
の

研
究
を

参
照

。

ζ
曽

α

巴
Φ

旨
o

切
o
邑
Φ

押

、
苛
浮

ミ
遷

魅

ミ
辱

遷
ミ
鷺
誌
ミ

寒
論

職

§
黠

ミ
ミ
ミ
一

b
暗

譜
ミ

財
ら

註
毳

§
丶

旨
』

臺
ミ

§
貸−

　

卜

蟲
§
職

§

譜
物

』

商
障
鴨、
ミ
討
、

貸
勧
も
働
IN

朝
噺

S
、

【

ミ

鷺

誘
鳥

ミ
ミ
晦

§
ミ
謡

園

→

簔
、

衛Ψ
じd
Φ

篝゚

勺

卑

嘆
ピ

髫
σq
」
 
O
 ．

（
21
）

　
ド
ミ

ニ

コ

会
霊

性
に

お

け

る
「

使
徒
的
生
」

の

伝
統
に

つ

い

て

は

次
の

研
究
を

参
照

。

ヴ
ィ

ケ

ー

ル

『

中
世

修
道
院
の

世

界
』

、

＝
三

i
一

五

三

　

　
頁

。

K
・

S
・

フ

ラ

ン

ク

〔
戸
田
聡
訳）

『

修
道
院
の

歴
史
』

教
文
館、

二

〇
〇

二

年、

九
九

1
＝

二

頁
（
丙
9
＝

ω
⊆
°。

o

閃

蠢
昌

置

O
驚

象
詠

腎
諍

ミ

職

毳

　

　
○

ミ帆
吻

ミ
忘
§

さ
ミ
ミ
ミ

ミ
鈎

∪

母
日
馨

巴
戸

名
δ
ω

Φ

ロ
ω

9
聾
一一

畠
¢

じdg

げ
αQ
Φ
の

Φ
ロ
。゚

o

訂
沖
一

 
O
ω）
。

冒
ω

畧
て

目
ゆ

冒
ρ
．．

→

冨

即
 

轟
δ
⊆
ω

げ

閑

⊆
o

　

　
ヨ
”

頃
o
°ウ
け−
閏
o

霞
号
−

い

讐
奠
p
づ

亳
〇

二

9

宣
o
ρ
自
Φ

号

く
詳

亳
ゴ

 

ミ
ミ

§
題
亀
儀

防

ミ

ミ
物

穹
匹

ミ
詮

ミ
ミ

O
象

ミ
§
ミ

駐
  ．

ヨ
旨

誉
ミ
罨
ミ

§
ミ

毳
默
ら

　

 

ミ
§
ミ
隷

因

Φ

α゚

O
胃
o

ぢ
口

ζ
二
Φ

ω

の

斜
い
Φ

匡
 

目−
bご
o

緯
o
戸

Ud

註
据

ち
Oo

。°
ω゚

NO

ゆ
Ib
。

卜⊇

ρ

　
な
お、

西

欧
中
世
に

お

い

て

カ
ト

リ
ッ

ク

教
会
の

正

統
性
の

　

も
と

に

行
わ
れ
る

説
教

活
動
は

正

式
な

任
命

、

承
認
の

手

続
き
を
経
た

男
性
聖
職

者
に

限
定
さ
れ
て

い

た
。

そ
の

た

め
教

会
の

権
威
を

離
れ
て

自
由
な

　

　
立

場
で

説
教

す
る

こ

と

は

異

端
的
で

あ
り、

女

性
が

そ
う
し
た

教
導
的
職

務
を

行
う
こ

と

も
認
め
ら
れ

て

い

な
か
っ

た
。

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
は

、

も
ち
ろ

　

　
ん
、

教

会
内
の

職

務
に

関
わ

る

男
女
の

区

別
を
破
棄
し
な
い

が
、

勹
『°
Q。

 

で

「

弟

子
た

ち
」

に
並
ぶ

マ

グ

ダ
ラ

の

マ

リ
ア

を

取
り
上

げ
、

し
か

も、

　

直
接
に

聖
書
に

見
出
さ
れ
る
も
の

で

は

な
く

伝
承
の

う
ち
に

見
出
さ
れ
る

女
性
説
教

者
と

し
て

の

す
が

た
と

と
も
に
、

彼
女
の

う
ち
に

見
出
さ
れ

る

霊

　

　
的
完
全
性

、

聖

性
を
自
分
た
ち
に

と
っ

て

目

指
す
べ

き
理

想
と

し
て

示
し
て

い

る
。

こ

の

こ

と

を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
が
「

説
教
者
」

　

　
の

す
が
た
を

直
接
に
「

弟
子
た

ち
」

に

見
る

の

で

は

な
く

、

「

弟
子
た

ち
」

と
と
も
に
、

ま
た

、

「

弟
子
た

ち
」

の

た
め

に
は

た

ら
い

た
一

人
の

女
性、

　

　
マ

グ
ダ
ラ

の

マ

リ

ア

の

う
ち
に

見
て

い

る

こ

と
は

興
味
深
い

と．
三
［

え
る

。

中
世
に
お

け
る

説
教
（
女

性、

民
衆
の

説
教
に

関
す
る
）

の

状
況
に

つ

い

て

　

　
は

次
の

文
献
参
照。

勾
o
罵

No

ヰ

霧
゜。”

b
戔
¢

ミ
蹄

ミ

ミ

ミ
恥

ト

ミ

靆
 
ミ
暗
昏

「
「

色
σ尸一
居

ゆq

」
貯

邑
o

き

一

零
宀

　
ジ

ョ

ン

・

ワ

イ
ン

ガ
ー

ズ

（
伊
従
直
子

　

訳）

『

女
性
は

な
ぜ

司

祭
に

な
れ

な
い

の

か
』

明
石

書
店

、

二

〇

〇
五

年、

＝

八

1
＝

＝

頁

qo

喜

芝
こ

口

ぴq
鎚
「
O
°。噛

『

ミ

O
、

駄

冒
ミ
ざ
嵩

ミ

　

　
ミ
熔

ミ

§

駐

蕁
鴨

O
ミ
ぎ
ミ

O
諒

ミ
ミー

ピ

8
ゆq

日

き
曽

旨
山

→
o
α

負

∪

髯
8
戸

bQO

臼）
。

ゆ
Φ

ヨ
霞
α

冨
oO

ヨ
戸

．．
ζ
Φ

巨
侍

奠

国

畠
匡
四

昌

き
α

旨
Φ

　

しd
Φ
αq

巳
コ
Φ

ω

ヨ

9
 

Oo

茸
Φ

讐
oh

＜
Φ

蕁
g
三

髯
日

冨
o
δ
oq
団
〜 ．

ヨ

ミ
蹄
、

ミ
肉

審
隷

ミ
、

蟄
ミ

駄

切
Q
鴫

ミ
ミ

さ
¢

ミ
偽．

2
 

≦

団
o

美゚

Oo

暮
冒
β
ロ

B
」
¢
 

倉

　

Gっ

」
亠
戸

しり゜
一

Ib
。°

小

田
内
隆
『

異
端
者
た
ち．
の

中
世
ヨ

ー
ロ

ッ

パ
』

NHK

出
版、

二

〇
一

〇

年、

一

四

五

−
一

九
五

頁
。

（

22
）
　
前
註
箇
所
お
よ
び

次
の

研

究
文
献
を
参
照

。

悶

δ
「

Φ

畧

∩
《

笹
 

き
．．

N

霞
聞
⊆

鼻
口

8
巴

畠
θ

α
o
『

α
o

巳
三

冨
三
。゚

∩

7
Φ

口

く
o

氏
p
の

ω

崔
昌
臓

巨

ζ
幹
Φ

巨−

42（664）
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エ ッ クハ ル トの 「ドイ ツ 語説教 86」に お ける 「マ リ ア 」像

　

冖

興囓．、

ぎ

uu
Φ

昇
色
o
「

α
Φ
昌

ト

OO

ρ

Qり．

しQOo

切
−

心

bQQo
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The  Image  of  Mary  in EckharVs German  Sermon  86

          A  Key  to the  Essence  of  German  Mysticism

              (from Eckhart  to Tauler and  Suso)

ABE  Yoshihiko

German  sermon  86 is one  of  the  most  important, sermons  of  Meister Eck-

hart. This sermon  refers  to Luke  10: 38-42. In this scene,  Martha  devotes

herself to serve  Christ while  her younger  sister  Mary  just sits down  on  the

fioor and  listens to him.

  The  traditienal interpretation of  this Biblical passge  in Western  Europe
maintains  that Martha  and  Mary  represent  

"vita
 active"  (active life) and

"vita
 contemplative"  (contemplative life) respectively.  It also  argues  that

contemplative  life is superior  to active  life, and  consequently  Mary's way  of

life is better than  Martha's. Eckhart, however,  interprets vice  versa.

  Most  of the  Eckhart  researchers  point out  that hi$ interpretation of  Luke

IO: 38-42 shows  his originality. Inevitably, studies  of  Eekhart. have been
concentrated  en  Martha's perfection vLJhich  Eckhart explains  in his sermon,

while  sufficient  attention  is not  given to Mary. However, Eckhart also

argues  Mary's perfection, which  breaks through  the traditional under-

standing  of  the Bible.

  In this research,  I would  like to clarify  the  image  of  Mary  in one  of  Eck-

hart's most  important sermons.  From  the results  of  this consideration,  I

would  like to explore  the ideal of  religious  life in German  mysticism.
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